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第一章　厳しい世界に甘さは必要？












　ふんわりと柔らかくセットされた、クセのある深い栗色の髪。すっきりとした顎のラインと、温和なほほえみ。すらりとした長身で、首も長い。広い肩幅をしているけれど、威圧感は少しもなかった。年齢は、二十代後半から三十代前半くらい。よほどひねくれた人でなければ、間違いなくイケメンと評価するだろう。

　おしゃれなカフェの店員だったら、彼目当てに通う客でにぎわいそうだ。

（でも、弁護士としては、ちょっと軽薄に見えるわ）

　眉の間をキュッとひそめて、司法修習生の渡辺わたなべ美紀みきは目の前にいる弁護士、竜崎りゅうざき友則とものりを軽く見上げた。

　司法修習生というのは、司法試験に合格した後、法律家の研修を受けている人のこと。美紀は今日から研修を受けるために、桑野くわの弁護士事務所に出勤していた。

　そして所長の桑野から指導員として紹介されたのが、目の前にいるイケメンだ。

「竜崎友則です。弁護修習の間、よろしくね」

　同期の修習生たちから、研修先が桑野弁護士事務所だなんてうらやましいと言われた理由は、所長の桑野が優秀だからだと考えていた。

（あの子たち、この人がいるからうらやんでいたのね）

　がっかりだと、心の中で嘆息する。目の前の男がハンサムなのは認めるが、およそ弁護士らしくない。威厳というものが感じられない。

（この人が、私の指導担当だなんて）

　指導担当の相手は、もっとしっかりした人がよかったと思いながら、美紀は頭を下げた。

「渡辺美紀です。よろしくお願いいたします」

　甘さの欠片もないパンツスーツ姿の美紀は、一度も染めたことのない黒髪を飾りのないゴムでポニーテールにしている。背中に鉄板が入っているのではと思うほど、ビシッと伸ばした背筋からは、生真面目さが漂っていた。

「はは。硬いなぁ」

　事務所の奥から、笑い声が聞こえた。恰幅のいい中年のおじさんが、デスクの書類をそろえながら美紀を見ている。

「俺は西川にしかわ。他の事務所はどうか知らないけど、ここはそんなに緊張しなくても大丈夫だよ。所長の桑野さんが堅苦しいことが嫌いでね、事務所内では所長とか先生とか呼ばないでほしいって言っているくらいだから。ま、よろしく頼むよ」

　人のいいおじさんという雰囲気の西川には、どっしりとした安定感がある。自分が相談者なら、西川が担当なら安心だと感じるだろう。どうせならあの人に指導してもらいたかったと、美紀は友則に視線を戻した。

（大丈夫よ、美紀。きっと平気。カフェの店員みたいでも、弁護士バッジをつけているんだから）

　先輩であることには変わりないと、自分に言い聞かせる。

「じゃあ、さっそく。どういうことをするのか説明させてもらおうかな」

「担当弁護士のスケジュールに合わせて、裁判所や拘置所に行ったりするんですよね？　竜崎先生の予定を、教えていただけますか」

　きびきびと言えば、苦笑を浮かべられた。

「何か？」

「いや。ずいぶんと、しっかりした子だなぁと思ったんだよ」

　弁護士を目指しているのだから当然だと胸中でつぶやきながら、美紀は友則の一週間の予定を手帳に書き記した。

「きれいな字だね」

「硬筆を習いましたから」

「どうして？」

「字が汚ければ、依頼者の信用が落ちてしまうのではと考えたからです」

　なるほどと友則に感心されても、ちっともうれしくはなかった。このくらい当然だと、美紀は思っている。司法研修所の寮で知り合った同期の中には、可愛らしい丸文字を書き、ネイルをし、キャラクターものまでとはいかないが、明るい色のメルヘンな手帳を持っている者もいたが、美紀は自分には不要のものだと考えていた。

（相手に侮られたら、おしまいだもの）

　可愛いものが嫌いなわけではないが、法律家を目指すのならば甘さは不要だ。手帳は機能性を重視した、真っ黒な表紙でメモを多く書き込めるサイズのもの。カバンもおしゃれとは無縁の、簡素な黒のビジネスバッグだ。持ち物の細部まで、きちんと信頼できる厳しい人間だと思われるためのものを選んでいた。弁護士の持ち物に遊びは必要ない。それが、美紀の持論だった。

　だから友則の見た目に不満を覚える。ストライプのスーツも、淡いピンクのシャツも、とてもよく似合っている。だが、弁護士らしくない。こんな格好で、はたして依頼者に信用されるのだろうか。

　事務所が現在、抱えている事案についての説明をてきぱきと聞かされても、不安はぬぐえなかった。司法試験に合格できる頭脳があるのだから、このくらいのことはできて当然だ。問題は、彼の弁護士としての手腕。どれほどの実力があるのか気になるが、どんな案件を担当し、どんなふうに解決したのかを初対面で聞くのは失礼だろうか。

（いいタイミングがあればいいけど）

　様子を見ながら、美紀は友則の説明をメモしていった。ひととおり話し終えた友則が、事務所の壁にずらりと並ぶ分厚いファイルを手にする。

「それじゃあ参考に、これまで扱った案件の話をするよ」

　目をまたたかせて、美紀は友則を見た。まさか自分の心の声が聞こえていたはずはない。

「どうかした？」

「いえ……お願いします」

　軽くうなずいた友則が、今まで扱ってきた事案でどのような対応をしたのかを、過去の事案のファイルを片手に丁寧に解説してくれた。概要を説明して結論を言う前に、かならず美紀ならどうするかと質問を挟んでくる。

（学校の授業みたい）

　そう考えながら、美紀は勉強してきたことを当てはめて答えていった。中には、美紀が答えたものとは真逆の結果になっていたものもあったが、なぜそうなったかを友則は丁寧に教えてくれる。

（優秀な人なのかもしれないけど……この人が担当したものではないかもしれないし）

　この事務所の代表である桑野や、デスクで書類を作成している西川が解決をしたものではないか。経緯や結果が記されているから、友則は流暢に教えられるだけではないか。

（こんな軽そうな人が、難しい案件を解決できるとは思えない）

　依頼者だって、友則より西川を担当にしてほしいと望みそうだ。

「午前中はこのくらいにして、お昼にしようか」

　にっこりされて、美紀は手帳を閉じた。

「ありがとうございます」

「午後は一件、相談が入っているから。相手に承諾を得られたら一緒に聞こう」

「はい。よろしくお願いします」

　折り目正しく頭を下げて、時計を見る。十二時五分前だった。

「戻るのは、何時にすればよろしいですか？」

「お昼は、どこで食べるつもり？」

　質問に質問を返されて、眉をひそめる。

「この辺のこと、あまり知らないだろう？　よければ一緒に行こう」

　誘いに、美紀は厳しい顔をした。

「結構です」

　きっぱりと言い切って、美紀はくるりと背を向けると事務所の扉に手をかけた。

（まるでナンパだわ）

　質問に答えずに、食事の誘いをするなんて。法律を扱う仕事なのだから、質問にはきちんと答えるべきだ。誘うにしたって、それからだろう。

　スマートフォンを開いて、検索画面にランチと打ち込む。いくつか表示された店の中から、パスタやサラダも扱っているチェーンのコーヒーショップに行くことに決めた。

（事務所からも近いし、ここならさっきメモしたことのおさらいもできるわ）

　ひとり席が空いていればいいけれどと考えながら、美紀は足を動かした。






　十二時五十分に事務所に戻った美紀は、コーヒー片手に資料に目を通している友則のデスクに近づいた。

「戻りました」

「ああ、おかえり」

　顔を上げた友則が、ファイルを閉じる。

「これから相談を受ける方のものですか？」

「いや。これは、別件の資料だよ。今から来られる方は、吉岡よしおかさんと言ってね。前に交通事故の弁護をした方なんだ。前と言っても、解決したのは先々月だから、最近だね」

「結論に納得がいかない、という相談ですか？」

　いいやと友則は首を振る。

「まったくの別件だよ。夫に知られずに相談をしたいと言われたんだ」

　深刻な内容なのかと、軽く緊張してしまう。

「私は、同席してもいいのでしょうか」

　おそるおそる問うた美紀に、許可はもらったと友則は言った。

「女性がいると安心すると言っていたよ」

「相談者の概要を、教えてもらえますか？」

「先入観なく、聞いてもらいたいんだ。短い関わりだけど、俺は相手を知っているからね。新鮮な意見を聞かせてもらえるとうれしい」

「わかりました」

　いったいどんな相談なのかと、美紀は緊張と興奮をないまぜにしながら相談者の来訪を待った。

「あの……失礼します」

　現れたのは、清楚な四十代の女性だった。愛らしいベージュのワンピースに、落ち着いた緑のカーディガン。小花柄のバッグを持っている。ショートボブの黒髪に包まれた顔は、不安に彩られていた。

「吉岡さん、こんにちは」

　知人を迎え入れるような友則の軽い声音に美紀は驚く。これから法的な相談を受けるのに、緊張感が不足しているのではないか。

「こちらへどうぞ」

　手のひらで応接セットのソファを示された吉岡は、ぎこちない笑みを浮かべて友則に従った。

「これ……よかったら」

　ケーキの箱を差し出されて、美紀はとまどう。友則に視線を向けると、目顔でうなずかれた。

「ありがとうございます」

　依頼人から差し入れをもらってもいいのだろうか。給湯室に持っていき、少し悩んでから箱を開けた。ショートケーキがみっつ並んでいる。

（これは、お持たせとして出したほうがいいのよね）

　コーヒーを三人分用意して、ケーキとともにトレイに載せる。戻ると、ローテーブルを挟んで友則と吉岡が向かい合わせに座っていた。まだ話は始まっていないらしい。

「お持たせですが」

　言ってケーキを出すと、吉岡は軽く頭を下げた。トレイをソファの端において、友則の隣に座った。

「こんなこと、相談をしていいのかわからないのですけど」

　視線を迷わせながら、吉岡がぽつりと言う。ここまできて覚悟が決まらない相談事とはなんだろう。美紀は気を引き締めて、吉岡の唇をじっと見つめた。

「夫が、浮気をしているんじゃないかと……確証はないんですけど」

　ポツポツと語られた内容をまとめると、こういうことだった。

　先月ごろから夫の様子がおかしくなった。今まではメールなど帰宅してから届くことはめったになかったのに、近頃はよく着信音が鳴る。そして決まって確認は、自分の目が離れている時にしている。誰からなのかと問えば、仕事関係の人だと答える。しかしそれが、何かをごまかしているような態度に見える。

　それらは憶測の域を出ず、現状では弁護士の出番はないから、もう少し具体的な確証を得られるまで様子を見るか、正面から疑問をぶつけるほかはないと伝えて話は終わった。

「ありがとうございました」

　深々と頭を下げる吉岡に、友則はにこやかに言う。

「また何かありましたら、気軽に連絡をしてください」

　ホッとした顔で吉岡が事務所を後にし、美紀はローテーブルの上の手をつけられることなく残されたケーキを見た。

「今の、弁護士の仕事じゃありませんよね」

「ん？」

　ソファに戻って、ケーキの皿を手にした友則をにらみつける。

「ああいうのは、興信所とかに相談する案件じゃないですか」

「うん。まあ、そうだろうね」

「わかっていたんですか？」

「何が」

「内容ですよ」

「話は、ケーキを食べながらにしようか」

　のんきな言葉にイラついて、美紀は語気を強めた。

「もっと真面目にしてください！」

　きょとんとされて、美紀はますます声を荒らげる。

「研修中の私が言うのは失礼だと承知しています。ですが、もっとしっかりとした服装や態度で臨んだ方がいいんじゃないですか？　竜崎先生の服装や態度は軽薄に感じられます。接客業なら問題ないかもしれませんが、法律を扱う人間としてはどうかと思います」

　初日の午後で、こんな物言いはよくないと頭の隅で訴える理性がある。だが、友則の格好や言動は、美紀が今まで夢見ていた弁護士という職業を侮辱されているように感じられた。

「依頼人に軽んじられるような言動や服装は、控えるべきです」

「べき、ねぇ」

　ふうむと鼻を鳴らした友則が、コーヒーを口にする。

「さっきの吉岡さんの相談について、僕の態度が軽薄に見えたと言いたいのかな？」

「話を聞くことしかできないと電話の時点でわかっていたのなら、適切なアドバイスをその場でできたはずです」

「まあ、そうかもしれないね」

「わざわざご足労いただいて、力になれないと言って帰すのは不誠実です。おまけに手土産まで受け取って……これじゃあ、友人間の相談と大差ないですよ」

　うんうんと軽いうなずきで受け止められて、美紀はもやもやした。暖簾に腕押し、ということわざが脳裏をよぎる。こちらは真剣に言っているのに、通じていないのではないか。

「こっちにおいで」

　手招かれて、鼻の頭にシワを寄せた。

「このままでも話はできます」

「そうだね。だけど、僕は話じゃなくて、会話をしたいんだ」

　どういう違いがあるのかと、けげんな顔をすると手首を掴まれた。

「きゃっ」

　引き寄せられて、友則の胸に倒れこむ。硬くて広い胸板に頬が当たった。ふわりと鼻に、甘さを含んだ深みのある香水の香りが触れてドキリとする。何が起こっているのか理解できずに硬直した美紀は、軽く背中を叩かれて我に返った。
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「なっ、なにを……こっ、こういうのは、セクハラですよっ！」

　声を裏返した美紀に「そうだね」とあっさり同意して、友則はクスクス笑う。

「肩の力を抜いて、ケーキを食べながら話をしよう」

　手を離されて、美紀はすばやく友則から離れた。満面が熱くて、心音が激しく高鳴っている。

「肩の力は抜けたかな？」

「は？」

　まさか緊張をほぐすために、あんなことをしたと言うのか。子ども扱いされた気がして、美紀は唇をキュッと結んだ。気負って相談者を迎え入れたのに、肩透かしを食った気持ちを読まれたようで居心地が悪い。

「せっかく持ってきてくれたんだから、ありがたく頂戴しながら会話をしよう。食べ物に罪はないよ。ケーキは、嫌い？」

「いいえ」

「じゃあ、いただこう」

　美紀はしぶしぶ同意して、自分のコーヒーとケーキを相談者が座っていた側に滑らせて、友則の向かいに座った。

「いただきます」

　食べる気分になれないまま、フォークを握ってケーキに刺した。オーソドックスなショートケーキは、スポンジがしっとりしていておいしかった。気分が乗っていなくても、おいしいものをおいしいと感じる自分が友則との対話に集中できていない気がして、少し腹立たしい。

「僕はね、人の気持ちを弁護したいと考えているんだよ」

　唐突な言葉に、美紀はきょとんとした。

「渡辺さんの言う通り、僕の服装を弁護士らしくないと言う人は少なくない。だけど、だからこそ気を楽にして話せると言ってくれる人もいるんだよ」

　おだやかな口調だけれど、友則の瞳は真剣な色を帯びていた。姿勢を正して、耳を傾ける。

「問題が起こって、それを法律に照らし合わせて解決をする。それが僕たち法律家の仕事だ。だからこそ、相手に寄り添いたい。たとえば、交通事故という言葉はひとつでも、状況はさまざまだ。状態だけを見て判断するのは簡単だけど、それで本当に依頼者は救われるだろうか？　たとえ結果は変わらなくても、親身になってできる限りのことをされた場合と、杓子定規に対応された場合の、どちらが気持ちも救われるかな」

　言葉を切って見つめてくる友則の、真摯なまなざしにドキリとする。おだやかな口調だけれど、強い意志が込められた声はまっすぐに美紀の心に届いた。真剣な気持ちで、友則が弁護士という仕事に臨んでいるのだと伝わってくる。けれど、素直に同意をする気になれなかった。

「それは……でも」

　迷いに視線を泳がせた美紀の声に、友則の言葉がかぶさる。

「もちろん、どの弁護士だって最善を尽くす努力をしているよ。だけどこちらの言動ひとつで、依頼者の気持ちのありようは簡単に変わってしまうんだ」

　わかるよねと目顔で示されて、かすかに首を縦に動かす。

「弁護士らしい、カッチリとした言動と服装を求める人も、もちろんいる。だけど、それだと威圧感を覚えて話しづらいという人もいるんだよ。僕は委縮してしまう人にこそ、心をくつろげて話をしてもらいたいと考えている。会話の中にこそ、本当に弁護をしなければならない事案が隠されていると思っているんだ。だから、今回のことを無駄だとは思わない。差し入れも、吉岡さんが話しやすい空間を作るために持ってきたものなら、ありがたく頂戴する。きっと向こうは申し訳ないと思いながら来ているはずだから。その気持ちを少しでもほぐせるのなら、いただいてもかまわないと考えているんだよ」

　熱のこもった友則の視線が和らぎ、美紀はホッと息を吐いた。いつの間にか自分が緊張していたと知る。どうして気を張りつめて、彼の話を聞く姿勢になったのだろう。

「ケーキを食べたら、書類の書き方の勉強をしようか。答弁書や申立書の起案と添削。実際の事件記録を使ってするから、学校で習ったものとは勝手が違うからね。それと、僕のことは先生じゃなくて、竜崎さんと呼んでほしいな。この事務所内での仲間ということで」

「はい」

　素直に教えを乞う気になって、返事をした。初対面の時とは、明らかに友則に対する気持ちが違っている。今の話を聞いただけで、あっさりと評価を変えた自分が信じられなかった。

（弁護士のありようについての思想を聞くことになるなんて）

　弁護士にふさわしくない人という印象を持っていた。丁寧に相談者の話を聞いていた姿勢は尊敬できるけれど、それだけだった。彼の態度や服装の奥にあるものを聞いただけで、視界が開けた気分になっている。

　がっちりと固まっていた脳みそが、マッサージを受けたような感覚だ。

　不思議に思いながら書類作成の手ほどきを受けて、終業時間に事務所を後にした。






　寮に戻ってスーツを脱いだ美紀は、友則について考えていた。人の警戒を解くような親しみのある笑みと、柔らかな物腰。弁護士バッジがなければ、司法に携わる人間とは思えない。厳しさの欠片も見いだせない柔和な雰囲気は、おしゃれなカフェの店員か、アパレル業界の人間という印象を持ってしまう。

（頭のいい人だということは、わかったけど）

　指導の仕方に無駄がなかった。美紀に教えながらも、西川の仕事のサポートをこなしていた。彼は裏方として、あの事務所を支える存在なのかもしれない。相談者との接触の第一段階で緊張をほぐし、資料をまとめて桑野や西川に事案を託しているのかも。

（だとしたら、納得できる）

　弁護士に相談をしなければならない事案は、精神的に大きな緊張をともなって当然だ。必要なことを言い忘れたり、遠慮をして言えなかったりするかもしれない。そこを引き出す役割だから、彼はああいう警戒を解くような親しみやすい服装をしているのではないか。

「きっと、そうね」

　つぶやいて、手帳を開いた。ノート部分に教えてもらった事柄が走り書きになっている。これをきっちりまとめようと、机に向かった。

　頭の中に残っている作成した書類の内容を思い出しながら、さまざまなパターンを大学ノートに書き写していく。こうしてまとめていくと、友則が教え上手だということがより深く感じられた。

（優秀な人なんだわ）

　他の履修生が桑野事務所に研修が決まった美紀をうらやんだのは、友則の見た目がいいからだと思ったが、実力を知っていたのかもしれない。同期の中には、先輩弁護士と交流をしている人もいる。そのあたりから、友則の評判を聞いていたのだとしたら。

　自分の頬を軽く叩いて、反省する。

「先入観を持って、相手を見てはダメ」

　司法を扱う仕事をするのだから、判断を誤ってはいけない。もっと広い目で物事を見て、いろいろな可能性を考えながら対処しなければ。

「私は立派な弁護士になるんだから」

　きりりと眉を引き締めて、美紀は今日を振り返った。

（あの相談を受けたのも、実際に問題になった時に以前にも相談を受けたという事実が使えるからかもしれない）

　吉岡の話を親身になって聞いていた、友則の態度を思い出す。

　問題が起こる前から対処をしていくという姿勢なのだとしたら、立派と言えなくもない。

（ちょっと範囲を超えている気もするけれど）

　弁護士は興信所ではないのだから、調査はできない。法的な証拠となるものについてのアドバイスはできるが、それだけだ。

（いいえ。それだけ、じゃない。それって、とても重要なことよ）

　証拠があるのとないのとでは、対応が変わってくる。まさかそこまで見越して、弁護士の出番ではないとわかっていながら相談を受けたのか。

（未来の問題のための準備……ということ？）

　考えれば考えるほど、彼は優秀な人だという認識に変わっていく。時系列に沿って出来事をなぞる美紀は、相談者を送り出した後のやりとりを思い出して頬を染めた。

（わ、私……竜崎さんの上に倒れてしまった）

　おいでと言われて近づくことを拒絶すると、手首を掴まれた。強く引かれて彼の上に倒れて、聞き分けのない子どもをあやすみたいに背中を軽く叩かれた。

　記憶に残る彼の匂いが、鼻孔によみがえって恥ずかしくなる。

（完全なセクハラだわ）

　熱くなった頬に手を当てて顔をしかめる。けれど不快感はみじんもなかった。ドキドキと心音が高鳴っている。異性に触れられたのは、いつぶりだろう。

（たしか、高校生の時に、体育の授業でハイタッチをしたくらい）

　恋愛に現うつつを抜かしている暇はないと、勉強に励んできた。誰よりも優秀な弁護士になるのだと気合を入れて。人気のカフェに並んだり、流行りのメイクについて語ったりする同期を後目しりめに、自分の道を突き進むのだと努力してきた。カフェやおしゃれに興味がないわけではないが、弁護士に必要なのは清潔感と隙のない態度だと考えている。

（女というだけで、侮られたりするんだもの）

　依頼者からの信頼を得るために必要なもの。新米であっても小娘だと軽んじられないように、キリッとした言動を心がけてきた。文字だって、美しいほうが信頼度は高くなる。だから硬筆を習った。

　美紀の考える弁護士の姿とは程遠い、友則の姿が脳裏に浮かぶ。彼は長身の男だから、美紀のように「侮られるのでは」と心配をして、気を張る必要がないのではないか。だから、ああいう格好が選べるのだ。

（でも、同性の先輩や依頼者からは、軽んじられたりしないのかな）

　ボールペンのノック部分を、顎に当てて考える。昼間に聞いた友則の、依頼者の緊張をほぐすためという意見に反論はない。実際、今日の相談者は彼がそういう人だから、確定事案ではない話でも相談をしてみようという気になったのだろう。

　しかし、それを頼りないと感じる人もいるはずだ。

（私みたいに）

　指導担当が彼だと紹介された時、がっかりした。こんな人で務まるのかと不安になった。依頼人がそう感じた場合は、どうカバーをするのだろう。

（桑野所長か、西川先生が代わりに対応するのかな？）

　ひとり事務所ではないから、依頼人に合わせて担当者を変えているのかもしれない。

（役割分担をしていると考えたら、竜崎さんの服装や態度はメリットと取れなくもない……のかな）

　そこまで計算して、あの事務所は運営されているのだろうか。

「うーん」

　伸びをして天井を見上げた。

　法律問題を取り扱う厳しく苦い世界にとって、友則の柔和さはコーヒーに入れる砂糖のようなものかもしれない。

















第二章　ハンデもメリット？












　過去の事件の記録を読んでいた美紀は、顔を上げて西川と会話をしている友則を見た。

（今日もおしゃれだなぁ）

　ネイビーのスーツに白いシャツ。ストライプのネクタイという姿は、洋画に出てくる俳優のようだ。

（だけど、やっぱり弁護士っぽくない）

　仕事のできる人という雰囲気はあるが、証券会社とか大企業とか、とにかくそんな印象で、司法を扱うようには見えなかった。しかし、とてもよく似合っている。

　彼は自分の抱えている案件の書類を整えていた。手伝うことはないようで、その間は自習をしておくことになった。

　この事務所に研修に来て、二回目の金曜日。

　桑野や西川は事務所をあけることが多いが、友則は美紀と共に事務所にいる。はじめは彼が事務所の受付的な存在だからと考えていたが、西川と彼のやりとりを見聞きして違うとわかった。

　外から戻ってきた西川が、友則に書類を渡しながら「おまえの担当事件の書類」と言ったのだ。あとでこっそり西川に問うと、指導担当なのだから、なるべく共にいてさまざまなことを教えたいと友則が言い、彼でなくとも書類の受け取りが可能な場合は西川が代わりに受け取りに行くようにすると、美紀を受け入れる前に決めたのだと教えられた。

「渡辺さんも知っておいて損はないことだから、一緒にいけばいいとも言ったんだけどな。物には順序というものがあると返されて、なるほどなぁと思ったんだよ」

　おそらく来週あたりには、外にも行くんじゃないかと言われた。それを聞いていたのか、西川が伝えたのか、友則から「来週は市の相談会に出るから」と予定を告げられた。

　まずは事務所内でさまざまな事案について考察し、教科書通りにはいかない場合もあると知り、実際の相談の現場に行く。いきなり担当している事案に放り込まれるよりも、心と頭の準備ができる分より深く理解ができるだろうと考えての教育計画に美紀は感心してしまった。

（自分の周囲にもしっかりと気を配って、判断ができる人なのね）

　弁護士として大事なことを、友則は美紀の教育にも活用している。知識だけではなく友則の態度にも意識を向けて勉強をしなければと、改めて気合を入れた。

「おまたせ。起案の文書はできた？」

　西川との会話を終えた友則に問われて、完成した起案文書を差し出した。真剣なまなざしで確認をする友則の横顔に、美紀の胸はかすかに疼いた。

（ああ、私……尊敬し始めているんだわ）

　初対面の落胆は、彼と過ごすうちに消え去った。優秀で丁寧な人なのだと言動の端々から伝わってくる。

『どんな簡単な連絡文書でも、ただ表面的なものをそのまま書き記すのではなく、目的は何なのかを念頭において必要な要素を相手に伝える形でなければならない。だから、しっかり考え抜いて書くように』

　書類作成の前に言われた時は、何を当たり前のことを言っているんだと聞いていたが、彼の細やかな添削を受けるうちに、当たり前ができていなかったのだなと恥じ入った。

『学校で習うこととは違うから』

　本当にそうだと、友則の言葉を反芻する。学校で習った知識は、あくまでも知識でしかなかった。相手は生身の人間だ。それを忘れてはならないのだと、美紀は友則から学んだ。

「うん。よく書けているね」

「ありがとうございます」

　褒めてもらえたが、細かな修正指導が入った。なるほどと感心しながらメモを取る。質問を挟みつつ添削を受けていると、午後五時を少し過ぎてしまった。

「今日は、ここまでにしておこうか」

「はい。ありがとうございました」

　スマートフォンを確認すると、メッセージアプリの同期の修習生グループトークルームに『今日の親睦会の最終確認』という文言が届いていた。二週間を経て、それぞれがどんなことを習ったのか、どんな体験をしたのかを情報交換し、今後の勉強に役立てようという建前で決まった飲み会だ。実際は気楽に騒ぎたいだけのものだと知っている。

　参加をする気はなかったけれど、友則と接しているうちに意識が変わった。

（他の人たちは、何を学んでいるんだろう）

　一応は情報交換会なのだから、話題が出ないはずはない。別の弁護士事務所では、どんな指導がなされているのかを知るのにいい機会だ。

　居酒屋の宴会部屋を予約しているから、多少なら人数が変わっても問題ないと聞いていた。参加希望とメッセージを打ち、コートを羽織って事務所を出た。

　ひんやりとした空気が頬に触れて、軽く肩をすくめる。正月の気配が抜けた一月の街の雰囲気は、どこかまだ浮ついているように感じられた。冬の寒さが、それを引き締めようとしている。冷えた空気を肺に深く取り込んで、苦手な集団飲み会に行くための気合を入れた。

　司法修習生は十二月から始まる導入修習を受けてから、民事裁判、刑事裁判、検察、弁護士と、それぞれ二か月間の分野別修習を受ける。美紀の班は、一月から二月末までが弁護修習の期間だ。

（二か月しかないんだもの。他の人たちと交流をして情報をもらって、より充実した研修にしなくっちゃ）

　他人のことなど気にする必要はないと思っていた美紀は、友則と接して考えを改めた。弁護をする事案の向こうに人がいる。だから依頼人に興味を持たなければならないと。交流会に参加すると決めたのも、それが理由だった。他の人間の考え方や感覚を知るには、接するのが一番だ。

　指定された居酒屋は、桑野弁護士事務所から近い場所にあったので、集合時間より早く着いた。近くのファーストフード店に入って、待ち合わせ時間まで過ごすことにした。ホットコーヒーを頼んでカウンター席に座り、店内に背を向ける形で手帳を開く。夕食には早い時間だからか、店内は空すいていた。

　ざっと今日のおさらいをして、時間になったので居酒屋に向かった。幹事役の藤本ふじもとを中心に、十数人が店前に集まっている。そこに美紀も合流した。

「渡辺さんが来るって、なんか珍しい気がする」

　ふんわりと毛先をカールさせた梶原かじわらが、エクステでボリュームアップしたまつ毛をパシパシと動かした。ぎこちない笑みを浮かべて受け流した美紀に、他の同期からも来るとは思わなかったと声がかかる。

「なんか、人付き合いは好きじゃないって感じだからさぁ」

　悪意のない言葉をかけられて、美紀は昔を思い出した。勉強はできるが愛想笑いのひとつも浮かべられない、可愛げのない女。つまらないだのなんだの言われた挙げ句、女のくせに生意気だと意味のわからない批難を浴びせられた。

　だったらとことん勉強してやる。舐められてたまるものかと意気込んで、女というだけで侮られて搾取された人を助けたいと望み、司法の道を選んだ。おしゃれや恋愛などに、かまけている暇はない。優秀な弁護士になるのだという考えが、視野を狭くしていたのかもしれないという意識が、友則と接している間に芽生えてきた。

「苦手だけど、嫌いなわけじゃないよ」

　答えれば「そうなんだぁ」と、さして興味もなさそうに返された。

　新年会の時期なので予約を取るのは大変だったと藤本が言い、ありがとうやらお疲れ様やら明るく軽い口調で礼の言葉がいくつか飛んだ。各々が適当な席について飲み物を注文する。酒は飲めなくはないが強くもない美紀はウーロン茶を注文し、隣に座った赤色のピアスをしている笠原かさはらに「なんか、らしいね」とにっこりされた。

　飲み物が運ばれて乾杯とグラスを掲げると、研修中にあった出来事を話せる範囲で、愚痴とも自慢ともつかない口調で語り始める者が出て、つられたように「俺も」「私も」と次々に研修の話が披露された。

（やっぱり、事務所によって皆バラバラなんだ）

　聞いていると、きちんと教わっている者、実践的な行動を求められる者、ほとんど自習で質問をしなければ指導を受けられない者と、様々だ。弁護士という職業が何をどんなふうに扱っているのかを、指導担当が普段通りに働いている姿を見ながら、振り回されないように気を張っていると言った者もいた。

（私、すごく丁寧に教わっているんだな）

　感謝の念がこみ上げて、胸の奥がくすぐったくなった。知らず知らずのうちにほんのりと笑みを浮かべていた美紀に気がついた笠原が、体ごと美紀に向いて上目遣いに聞いてくる。

「渡辺さんは竜崎先生のいるところで教わっているんだよね。指導担当って、やっぱりあの人なわけ？」

「うん……竜崎さんに教わってる」

　周囲にいた女子がいっせいに美紀を見た。興味津々の顔をして、軽く身を乗り出している者もいる。

「どう？」

「どうって……とても丁寧に教えてもらってるよ。過去の事件ファイルを使って、書類をどう書けばいいのかとか、自分ならどんなふうに扱うのかとか」

「マンツーマンで？」

「え？　ああ。相談者が混じってとかは、ないよ」

「違う、違う。ふたりっきりでって意味。他の人もいる中でなのか、別室でふたりっきりになっているのかってことよ」

　どうしてそんな質問をされるのか、さっぱりわからないまま答えた。

「ふたりきりの時もあれば、そうじゃない場合もあるけど」

　甘くて高い悲鳴に似た声で「ふたりっきりもあるんだってぇ」と言われて、目を丸くした。はしゃいだ顔を見合わせている同期たちは、何に興奮しているのだろう。

「隣に座って教わったりするの？」

「いつもじゃないけど」

「えぇ、いいなぁ！　ね、ね。どんな感じ？　竜崎先生って」

　質問が漠然としすぎていて答えづらい。彼女たちが何を聞きたいのかが、よくわからなかった。気持ちが表情に出ていたのだろう。じれったそうな顔をされた。

「んもう、鈍いなぁ。なんかいい雰囲気になるとか、教わる時にこう……手が触れちゃうとか、すんごい近い位置に顔が来るとか、ドキドキ展開はあるのかってこと！」

　ぶつけられた質問に脳みそがかき混ぜられて、腕を引かれて友則の上に倒れた記憶が抽出された。みるみる頬が熱くなり、同期たちが目をキラキラと期待に輝かせる。

「やだ。顔、真っ赤。何があったの？」

「べ、別に何も」

「何もって顔じゃないでしょっ！　白状しなさいよ」

　取り囲まれて、逃げ場がなかった。正直に言うと変な風に解釈されて、友則に不名誉な噂を広められるのではないか。かといって、適当にごまかせるスキルは持っていない。

（どうしよう）

　うまく切り抜けられる方法はないかと考えて、そうだと思いつく。

（私が恥ずかしい思いをすれば、いいだけだ）

　地味な私だからこそ、きっとこれなら納得をしてもらえるだろう。

「ドキドキ展開っていうか、すごくおしゃれだなぁって……だから、地味な自分がちょっと恥ずかしくなったっていうか……弁護士だから、カッチリした隙のない格好をしなくちゃって思っていたけど、皆はおしゃれしてるじゃない？　そういうの苦手だから、男の人でも服装とかに気を使っていてすごいなぁって」

　なぁんだと安堵と落胆の入り混じった表情が、同期たちの間に広まる。

「まあ、渡辺さんだもんね」

「ないよねぇ」

　などのささやきが、美紀の耳に届いた。おそらく本人たちは、こっそり言っているつもりなのだろうが、ばっちり聞こえている。漫画やドラマにあるような展開を期待していたらしい彼女たちにあきれつつ、うまくごまかせた安堵に息を吐いた。

（私に、あるわけないし）

　ほんの少し傷つきながらも、彼女たちの持つ自分への評価に同意した。ぎこちない笑みを浮かべて視線を落とした美紀を見て、何を思ったのか向かいに座っていた三枝みえだが、ピンクベージュのネイルを施した指を伸ばして美紀を呼んだ。

「渡辺さんはさ、素材は悪くないんだから覚えればイイ感じになるよ。おしゃれするといいことあるし」

「弁護士だからって、地味で真面目な格好しなきゃいけないってわけじゃないしね」

「派手なのは問題だけど。程度だよねぇ」

　話題が友則から外れて安堵しながら、美紀は皆に視線を向けた。派手ではないが、地味でもない。ひと口にスーツと言っても、装いは様々だ。自分に似合った服装や化粧をしている彼女たちの姿を見ていると、友則の声が鼓膜の奥によみがえった。

　――弁護士らしい、カッチリとした言動と服装を求める人も、もちろんいる。だけど、それだと威圧感を覚えて、話しづらいという人もいるんだよ。

「あ、ねぇ……相談者は、弁護士らしい格好の人と、ちょっとおしゃれしている人と、どっちのほうが話しやすいと思うかな」

　彼女たちがおしゃれをしているのは、友則の言っていたような理由ではなく自分のためだろう。だからこそ、意見を出してもらう価値があるのではないか。素直な感想をもらって、自分なりに受け止めて消化すれば、理想の弁護士――依頼者に寄り添った対応のできる弁護士にきっと近づける。

　脳裏に友則の笑顔が浮かんだ。初対面の低評価はすっかり消えて、目指す姿は彼のような弁護士だと尊敬に似た感情を抱いている。

　同期たちは顔を見合わせ、少し考えた後で口を開いた。

「まあ、親しみが湧くほうがいいから、おしゃれしている人かなぁ」

「生真面目教師より、砕けた感じの先生のほうが質問もしやすかったしね。それみたいなものなんじゃない？」

「あ！　私、少年犯罪の弁護……って言っても、すごい事件じゃなくって万引きなんだけど。高校生の女の子でさ、私のネイル見て可愛いって言ってくれたの。担当弁護士、神山かみやま先生で、いかにも頑固オヤジって顔つきの人なのね。その子ずっと不貞腐れた感じで、反省してない態度だったんだけどさ。ネイルがきっかけでいろいろと話をしてくれるようになって、助かったって言われた」

「マジで？　そんなことあるんだねぇ」

「マジ、マジ。なんか、仲間って思われたっぽい。ほら、ああいう子って、オッサン毛嫌いしてたりするじゃない？　だから神山先生のことを敵みたいに見てたんじゃないかなぁ」

「じゃ、おしゃれは役に立つって証明されたってことよね？　私の行ってるとこさぁ、ピアスとかチャラく見えるから外せなんて言ってくるの。時代錯誤だよねぇ」

「派手なものじゃないのに注意されるとか、意味わかんない」

「ホントホント。あ、そういえば、こないださぁ」

　ひそめているようでありながら声高な彼女たちの愚痴を聞きつつ、美紀は飾り気のない自分の指と、同期たちの磨かれた指とを見比べた。

（やっぱり、多少のおしゃれは必要なのかな）

　ネイルひとつで被告の言葉を引き出せるのなら、してみてもいいかもしれない。

（だけど、やり方わかんないなぁ）

　基本的な化粧くらいはできるが、流行りのメイクや自分に似合ったものが何なのかは、さっぱりわからない。

「あの……私、自分にどんなのが似合うかとか、わからなくて。どうしたらいいのかな」

　雑誌を見て真似をするにしたって、どれを買えばいいのだろう。入門編として適切なものを教えてもらえればありがたいという軽い気持ちで質問をした美紀に、同期たちはニンマリした。彼女たちの表情に不穏なものを感じて、美紀は軽く後ろに引いた。

「えっと……参考になる雑誌とか、教えてもらいたいんだけど」

　おそるおそる聞いた美紀は、張り切った笑みを浮かべる彼女たちにめまいがするほどたっぷりとアドバイスを受け、寮に戻るとさまざまなメイクを試されることになってしまった。






　月曜日。

　飲み会で教わったメイクをした美紀は、鏡の中の自分に違和感を覚えていた。派手ではないが、今までの自分とは明らかに違っている。

（これが、私）

　酒の席でテンション高くアドバイスをくれた同期たちの勢いに圧されて、遅くまで開いているドラッグストアに連れていかれた。寮に戻ると何度も練習をさせられて、翌日にはネイルサロンに行くようにと予約まで取らされて、とんでもないことになってしまったと後悔したけれど、鏡の前に立つ今は、やっぱり相談してよかったと考えている。

　ほんのちょっとしたことで、こんなにも変わるのか。

　印象が明るくなった。中身は何も変わっていないのに、別人とはいかないまでも雰囲気がまるで違う。自分の変化を不思議に思いつつ鏡の前から離れた。ジャケットを羽織りながら、ブラウスは友則のように色付きにしてもいいかもしれないと考える。次の休みには買い物に行ってみよう。

　パンプスに足を入れて玄関を出る。なぜだか少し浮かれていた。飲み会の席で、誰かが「おしゃれは自分のテンションを上げるためにしている」と言っていた。なるほど、こういうことかと納得する。嫌なことがあっても気分を浮上させて、がんばろうと気合を入れられるものならば、しないでいる理由はない。

（司法を扱う人間には、必要ないと思っていたけど）

　むしろ自分たちには必要なことではないのか。気がふさぐような事件なども扱うのだから、己のモチベーションを整えるために役立つことはしておくべきだ。

（私、間違っていたのかも）

　弁護士のイメージという枠を勝手に作っていたのだと、薄青色の空を見上げて考えた。基本知識は必要だが、固定概念に捉われて正しい判断ができなくなっては大変だ。もっといろいろなものに目を向けなくちゃいけないなと思考を巡らせている間に、事務所の前にたどり着いた。

　ドアノブに伸ばす手が、わずかに震えている。妙に心音が高鳴って、緊張しているのだと気がついた。

（どうして？）

　自分の心理が理解できないまま、美紀は扉を開いた。

「おはようございます」

「ああ、おはよう」

　事務所内にいたのは、所長の桑野だけだった。安堵と落胆が体中に広がって、鼓動が落ち着く。

（私……何かを期待していた？）

　けれど、いったい何を期待していたのだろう。疑問を浮かべていると、桑野が「あれっ」と首をかしげた。

「いつもと雰囲気が違うね」

「そうですか？」

「明るくなったというか、うん……いいね」

「ありがとうございます」

　軽く頭を下げた美紀は、おしゃれについてきちんと勉強しようと改めて思った。自分で自分が変わったと気がつくのは当然だが、ほんのちょっとしたことで雰囲気が変わったと人にも指摘されるくらいなのだから、おしゃれをきちんと勉強すれば、相手に与える印象をよりよくしていけるかもしれない。

「同期たちとの意見交流で、心身ともに活性化したということかな」

　褒められて少し浮かれた気持ちが、スッと引いた。

（そっか……そういう感想になるのね）

　男の人なのだから、わからなくて当然だ。自分だって、今まで他人の変化に気がつかないこともあったのだから。

　美紀は「化粧を変えたり髪を切ったりしたのに、気がついてもらえなかった」と文句を言っていた人の気持ちを少しだけ理解した。誰かのためにしたわけではないけれど、別方向の感想を持たれると不服を感じる。身勝手だなぁと思いつつ、それもまた人の気持ちの動きなのだと分析した。

（弁護士として扱う事案は、人の心の動きが関係してくる）

　もっと人間を知りたいと気合を入れた美紀の背後で、扉の開く音がした。

「おはようございます」

　耳心地のいい中低音に、美紀の心臓は跳ね上がった。落ち着いていた心音が速くなる。ドキドキしながら振り向いて、あいさつをした。

「おはようございます、竜崎さん」

　今日の友則はグレーのスーツに淡いブルーのシャツとモノトーンのチェック柄のネクタイで、ファッション雑誌に載っていても不思議ではない雰囲気だ。

「おはよう、渡辺さん。あれ？　なんだか雰囲気がいつもと違うね」

　さらりと言われて、美紀の胸は痛いほどに絞られた。気がついてもらえたよろこびと、どこからやってきたのかわからない羞恥に心が締めつけられる。

「そうなんだ。さっき、私もそう言っていたところなんだよ。交流会で活気が入ったんじゃないかとね」

　桑野の言葉を受けた友則にまじまじと見つめられて、心が破裂しそうにふくらんだ。緊張に息が浅くなりかけるのを、必死にこらえて友則を見つめ返した。

「化粧を変えたのかな。目元がはっきりとして、唇の色も明るくなっているね」

　気づいてもらえた。期待と緊張で破裂しそうだった心は、ふんわりとしたぬくもりに包まれて浮かび上がった。

「はい。あの……交流会で竜崎さんの服装についての意見を話したら、おしゃれをするのは有効だとわかりまして」

「勉強をした？」

「質問をする前に、あれこれと教えてもらえたんです」

「それはそれは……大変だったろうね」

　クスクス笑う友則の柔らかな目元につられてほほえんだ。ネイルを施した爪を指の腹で撫でる。これも気づいてくれるだろうか。自分からアピールするのは気が引けるけれど、化粧だけではなく指先も意識をしたのだと知られたい。

（まるで子どもだわ）

　見て見てと好きな相手に自分を知ってもらいたがる、幼児の様子が頭に浮かんだ。

（好きな人……私、すっかり竜崎さんを尊敬してしまっているんだ）

　だからこそ彼に自分の努力を、成果を、知ってもらいたいと望んでいる。考えの変化などを伝えたかった。

「ネイルをきっかけに、ずっと黙秘をしていた被疑者が会話をしてくれるようになったと聞いたんです。相手から話を引き出すきっかけとなるのなら、してもいいかなと」

　さりげなく胸元に手を上げて、指先を伸ばした。不自然にならないように気をつけて、思い出した気持ちを抑えているふりをする。

「なるほど。たしかに、そういうこともあるからね。だからネイルもしてみたんだね」

（気づいてくれた）

　さらにうれしくなった美紀は、頬が紅潮するのを止められなかった。指に友則の手が伸びる。手のひらを包まれて、爪を持ち上げられた。

「うん。上品な色だね」

　淡いピンクのネイルなら、子どもの爪のように小さくて丸い美紀の爪にも合うと、ネイリストが選んでくれた。大人っぽくベージュが強いもののほうがいいと望んだが、それだとストーンを使うなどした方が合うと言われて、飾りはさすがによくないと勧められた色にした。

「おかしくないですか？」

「よく似合っているよ」

　ふわっと意識がゆるむほど舞い上がった美紀は、わずかにうつむいてよろこびをかみしめた。

「今日は市の相談会なので、少しでも話しやすいと感じてもらえたらと思いまして」

　うつむいたままボソボソ言う。何も悪いことをしていないのに、言い訳をしているみたいだ。

「いいと思うよ。渡辺さんの姿勢を、僕も見習わないとね」

　えっ、と驚いて顔を上げれば、冗談とも本気ともつかない笑顔を向けられた。

（竜崎さんが私を見習うなんて）

　ゆるゆると首を振る。

「そんな……私なんて、竜崎さんに見習われるようなところ、ひとつもありません」

「謙遜しなくてもいいよ。渡辺さんは、とても真面目で誠実だ。他人の意見を受け入れられる素直なところもある。こういう仕事をしていると、頭が固くなってしまいがちだからね。流されるわけでもなく、きちんと考えて受け入れるべきは受け入れる。そうできる自分を、誇ってもいいんじゃないかな」

　心が震えて、目の奥が熱くなった。ひどく感動している自分にとまどいながら、美紀はぎこちなく「ありがとうございます」とわずかに揺れる声で伝えた。握られている手の感触に支配されてしまいそうなほど、友則を意識している。

「威圧的になったり、居丈高になったりするのはよくないけれど、自信を持つのはいいことだからね」

「はい」

　正直なところ、不安も抱えていた。自分ではうまく化粧をしたつもりだけれど、はたから見れば滑稽なのではないか。愛想のない女が急に色気づいたと思われはしないかと、怖くもあった。しかし友則に褒められて、これでいいのだと肯定感を与えられた。

　自信のなさそうな弁護士を、相談者は信用できない。だから胸を張っていいのだと、美紀は友則の包み込むような優しい瞳を見つめた。

　おしゃれをしてみたことで気分が上がっただけではなく、友則に褒められた。もっともっと意欲的に取り入れていこうと決意した美紀の背中が、軽く叩かれる。びっくりして振り向くと、桑野がほほえましそうに目を細めていた。

「その調子だ、渡辺くん。それじゃあ、私はそろそろ出るから。あとはよろしく頼むよ、竜崎くん」

「はい、桑野さん」

　すっかり存在を忘れていた。我に返った美紀は、握られていた手を慌てて引いた。あっさりと友則の手の中から抜けて、ぬくもりが失われる。喪失の落胆を味わいながら、切り替えなくちゃと沈みかけた自分を叱咤した。

（え……ちょっと待って。どうして私、残念って思ったの？）

　握られた手が外れて残念に思うなんて妙だ。眉間にシワを寄せて考える。

（尊敬している人に褒められて、浮かれて……ああ、そうか）

　好きな大人に頭を撫でられた子どもがもっと撫でられたいと望むように、手を握られることで褒められた実感をより強く感じられたから惜しいと思ったのだろう。

「きっと、そうね」

「何か言った？」

　結論を口に出してしまった美紀は、友則に聞かれて「なんでもありません」と答えた。

「そう。じゃあ、準備をして市役所に行こうか。三階の会議室でおこなうんだよ」

　準備と言っても、ノートくらいしか持っていくものはない。ファイルと名刺をカバンに入れた友則と共に、背筋を伸ばして市役所へと向かった。






　市民相談の時間は午前九時から十一時までと午後一時から三時まで。基本は予約制だが、当日受付もおこなっている。友則がカバンに入れたファイルは、予約電話を受け付けた市役所の職員が、相談の概要を書き記したものだった。事前に目を通して相談者の立場や年齢、相談内容を確認してから、美紀は長椅子で順番を待っている相談者を室内に案内した。

　相談を受ける弁護士は友則のほかに、ふたりが別の事務所から来ていた。どちらの弁護士も修習生を連れてきている。ほかの事務所も、いい機会だと指導担当が相談会に出ることに決めたのだろう。

　相談の時間はある程度決まっていたが、時間通りに話が終わるはずもなく、ずれにずれて昼を少し回ったところで終了した。

「お疲れ様。たくさん相談を受けたから、疲れただろう」

　午前最後の相談者を送り出した美紀を、友則がねぎらう。

「いえ……その、はい。少し」

　相談者のほとんどが友則のみに話しかけていたが、中には美紀と友則に交互に顔を向けて話をする女性の相談者もいた。同性がいることで、気持ちをわかってもらえると感じていたのだろうか。男性の相談者は、美紀などいないかのようにふるまう人がほとんどだった。

（やっぱり男の人が相手だと、女というだけで侮られるのかな）

　二十代の女など、中年男性からすると役に立たない小娘としか映らないのか。ほんのりと漂う悔しさを味わっていると、軽く肩を叩かれた。

「次の相談が始まるまでに、肩の力を抜いておこう。終わるまでにパンクしてしまうよ」

「竜崎さん……あの、私……もっと相談者に信頼されるには、どうすればいいのでしょうか」

「うん？」

「正式な弁護士ではないとはいえ、私も司法試験に合格した身です。ですが、ほとんどの方が、私には見向きもしませんでした。弁護士らしく見えなかったのでしょうか」

　うーんと少しうなってから、友則は言葉を探すように天井に視線を投げた。期待のまなざしで、彼の唇から出てくる言葉を待つ。

「弁護士らしいって、そもそもどういうことなのかな」

　えっ？　と美紀は目をしばたたかせた。

「僕のこの服装を、渡辺さんは弁護士らしくないと言っていたよね？　だけど、相談者は僕に話しかける。格好だけを見れば渡辺さんのほうがカッチリとしているから、その基準で見ると渡辺さんに相談を向ける人が多くなるはずだね」

　修習初日の自分の態度を思い出して恥ずかしくなった。

「す、すみません……あの時は、私……とても生意気で」

「気にしていないよ。自分の意見や考えを、しっかりと持っているのは悪いことではないからね。ただ、そこに固執しないで他者の感覚を知ろうとするのが大切なんだ」

　はい、と美紀は小さな声で返事をしながらうつむいた。自分はなんて未熟なのかと、情けなくなってくる。うなじに指がかかって、友則の胸に引き寄せられた。額が彼の胸に触れると、ほんのりと甘くて心地いい香りがした。ふわりと魂を包み込むような深い匂いに目を閉じる。

「急いで理想に近づこうとしなくても、大丈夫だよ。前に進めば進むほど、理想の姿というものは変わっていくからね。物事を知れば知るほど視野が広がって、考え方も変わっていく。渡辺さんはきちんと会話ができる人だから、この道に向いていると思うよ。その分、苦しむことも多いだろうけど……修習生のうちに、頭が痛くなるくらい考えるといい。僕を使って、自分の形を確立していって」

（竜崎さんを使って？）

　どういう意味かと考えて、なんでも気軽に相談すればいいということだろうと結論づけた。この人といれば、自分はもっと成長できる。友則と少しでも長く過ごしていたいと渇望した。

（なんて大人なんだろう）

　軽薄そうだと感じた第一印象は、見事に裏切られた。信頼に足る弁護士だと今では尊敬している。第一印象の不利をカバーできるだけの能力を友則は持っていた。服装についてのこだわりも聞いている。

（だけどやっぱり、市役所に出向く日くらいはもっと万人受けするような格好をすればいいのに）

　思考を巡らせていた美紀の肩が押されて、友則の胸から額が離れた。香りが遠のいて、なぜだかさみしくなってしまった。

「さあ、昼食にしようか。すぐに午後の相談の時間になるよ」

「はい」

　コンビニで昼食を買っておいてよかったとビニール袋を開く友則を見る美紀は、彼に対する尊敬の念と自分が長年持ち続けてきた理想の弁護士像という価値観の狭間で揺れていた。






　相談会は午後三時までと言っても、飛び込みで相談したいという申し出の受付が午後三時までなので、終わったのは午後五時少し前だった。

　最後の相談者を送り出すと、市役所の職員がお疲れ様ですとあいさつに来て、友則とあれこれ話し始めた。その間に美紀は手帳に先ほどの相談内容を書き記した。寮に戻ってから改めて、今日のすべての相談について書き込んだものを振り返る予定だ。今から事務所に戻ると午後五時を過ぎる。帰所して終業のあいさつをすれば今日は終わりだ。振り返る時間を少しでも長く取りたいから、夕食はサッと済ませられるものにしよう。

　職員と会話を終えた友則と共に、ほかの弁護士にあいさつをしてから相談室に使われていた部屋を後にした。

「時間、いいかな？」

　市役所を出たところで友則に問われて、美紀はきょとんとした。

「え……はい」

　これからどこかへ寄るつもりなのかと首をかしげながらついていくと、友則は市役所から目と鼻の先にある商店街のレトロな喫茶店の扉を開けた。外で誰かの相談を受けるとは聞かされていなかったが、急な案件が入ったのだろう。そう考えた美紀は、友則が二人掛けのテーブルに着いたのを不思議に思った。

「今日は疲れただろう。昼食もきちんと食べられなかったし、小腹が空いたから一緒にどうかと思ったんだ」

　メニュー表を渡されて、美紀は「はぁ」と気の抜けた返事をした。店員が水とおしぼりを運んできて、後で注文を伺いに来ると告げて去っていく。

「では、紅茶で」

「遠慮しないで、何か食べるといい。ここのホットケーキはけっこうおいしいよ。僕は小倉ホットケーキのセットにするんだ。よければ、食べるのを付き合ってくれないかな」

　少し照れくさそうに言われて、美紀の胸はキュンと甘く絞られた。鼓動がわずかに速くなり、口元がゆるみそうになったのをメニュー表で隠して引き締める。彼は甘いものが好きなのだろうか。

「では、私もホットケーキセットで……ベリーのやつを」

「ほかのデザートや、食事メニューでもいいんだよ？」

「大丈夫です。これがいいです」

　うなずいた友則が店員を呼んで注文する。彼はセットのドリンクにホットコーヒーを選び、美紀はホットのミルクティーにした。

「渡辺さんは、とてもいいね」

「え？」

　唐突な言葉に友則を見つめた。勉強熱心、という意味だろうか。そういえば過去に教師に似たような言い方で褒められたことがある。

「さっきの。これでいい、じゃなく、これがいい、と言ってくれただろう？　ちょっとした違いだけど、僕は好きだな」

　バクンと心臓が跳ね上がって、口から飛び出しそうになる。

（好きって……ううん、大した意味じゃない。ホットケーキが好きとか、そういう程度の好きってだけよ！）

　動揺した美紀は、慌ててグラスを持ち上げて水を飲んだ。

（なんで私、こんなに過剰反応しているの？）

　うろたえる美紀に気がついていないらしく、友則はにこにこと言葉を続ける。

「遠慮をしているんじゃなく、ちゃんと自分の気に入ったものを選んでくれたんだなって、うれしくなるよ」

「は……ええと、いえ、ありがとうございます」

　顔を見ることができなくて、ペコリと頭を下げた。どうして礼を言っているのか、自分でもわからない。耳のあたりがとても熱くてアイスティーを頼めばよかったと考えながら、テーブルの上に視線をさまよわせる。

（私ってば、どうしちゃったんだろう）

　遠慮をしない態度がいいと言われただけで、頭の中がクラクラするほどのよろこびに包まれている。鼓動は全力疾走をした後みたいに激しくて、息も上がってしまいそうだ。鼻の穴が興奮でふくらんでしまうのではないかと気になって、うつむいたまま顔を上げられない。

　店員が「お待たせしました」とホットケーキを運んできて、気を紛らせられると安堵した。素朴なホットケーキが二枚、白い皿の上に載っている。バターとベリーのソースは別皿で提供された。

「さ、食べようか」

「はい……いただきます」

　バターを塗って、ベリーのソースをかけた。切り分けて口に運ぶとふんわりとした触感とバターの風味が広がって、ベリーの酸味が口の中を引き締めてくれた。

（おいしい）

　素朴な生地の甘味がソースを引き立てていて、想像よりも美味だった。表情に出ていたのか、友則に「おいしいよね」と言われてうなずく。

「頭をしっかり使った後は、コーヒーですっきりしながら甘いもので思考をほぐしたくなるんだ」

「わかります。たくさん考え事をしたり集中して勉強したりした後は、甘いものがほしくなります。コーヒーは飲めますが苦手なので、同意はできませんが」

「いいね」

「え」

「すべてを肯定するわけじゃなく、同意ができるところとできないところを明確に、だけど否定をせずに言えるところはとてもいいよ」

「あ、ありがとうございます」

　ドギマギしながらホットケーキを口に入れた。

（落ち着け、私）

　他意があって言われているわけではない。おそらく弁護士の資質として必要なことだという意味だ。

（私自身がいいということじゃない）

　自分に言い聞かせた美紀は、はたとナイフを動かす手を止めた。

（なんで私、こんなことを考えているの？）

　これではまるで、友則の気持ちに期待をしているみたいじゃないか。

（先輩弁護士として尊敬しているから……だから、気に入られてうれしいってことで、そんな……違う……尊敬と恋は似ているっていうものね。憧れの対象に認めてもらえるって、うれしいことだもの。だから私、こんなにドキドキしているんだ）

　きっとそうだと納得をして、美紀はふたたびパンケーキを口に運んだ。ベリーソースの甘酸っぱさが、心の疼きと重なって落ち着かない。チラリと目線を上げると、友則はおいしそうにパンケーキをほおばっていた。

（可愛い）

　食べる時は、まるで子どもみたいに口を大きく開けるんだな。意外と口が大きいんだな。本当においしそうに食べるんだな。ぐわっと口を開けて食べる姿は豪快で、見ていて気持ちがいい食べっぷりなのに、上品できれいだと感じられる。もっとずっと、食べている姿をながめていたくなるくらい。

　思わず頬をゆるめた美紀に気づいた友則が、にっこりとした。

「おいしいね」

　我に返った美紀はうなずくようにうつむいた。見とれていたと知られただろうか。頬がとても熱い。

（恥ずかしい）

　パンケーキの味にほほえんだのではなく、友則の食べる様子に笑みを浮かべていたのだと気づかれていたらどうしよう。

（でも……どうして私、竜崎さんの食べている姿をずっと見ていたいなんて思ったの？）

　食べっぷりがいい人を見るのは、彼が初めてではない。学生時代に目の当たりにしたことがあるし、テレビで観た芸能人の食事シーンに豪快だけどきれいな食べ方だなと感心したこともある。だが、ずっと見ていたいと思ったことは一度もなかった。

　自分の感情が理解できない。尊敬とは違うものが自分の中にあるのだろうか。

（まさか、ね）

　あるはずがないと片付けて、パンケーキを食べ終えた。食後の余韻を楽しむ友則のゆったりとした姿を見つめる美紀は、この時間がなるべく長く続けばいいと願いながら、早くひとりになりたいとも考えていた。

　相反する自分の感情を持て余して、気を逸らすために今日の相談者たちについて考える。

（だいたいの方は私を秘書か何かみたいに見ていたみたいだけど、そうじゃない人もいた）

　きちんと美紀を弁護士だと認識して「若い弁護士さんね」と、おだやかで好意的な視線を向けてくれた年配の婦人を思い出す。

（そういえば、学生だと思われることはなかったな）

　化粧の効果だろうかと考えていると、午後の相談で対応した中年男性とのやりとりが脳裏に浮かんだ。恰幅がよく、わずかに胸を反らした姿勢のその人は、友則を見てうさんくさそうな顔をした。のみならず「こんなチャラチャラしたような格好のやつが弁護士か」と、鼻先で不機嫌そうに笑ったのだ。表面上は平気な様子でいつも通りに男性の相談を受けていた友則だが、相手がずっと威圧的な態度のままでも不快に思わなかったのだろうか。

「竜崎さん、いいですか？」

「うん？」

　嫌なことを思い出させてしまうなと、申し訳なさを覚えつつ続けた。

「午後の相談者さんで、竜崎さんの服装を批難した方がいましたよね？」

「ああ、うん。いたね」

　まったく気にしていない様子の友則に、気後れしながら意見を述べる。

「今日は、もっと地味な格好をしたほうがよかったと思うんです。市役所でおこなうものなので、相談者さんもカッチリとした場だと考えて来られますよね。だから、前に教えていただいた相談者が話しやすい雰囲気を作るためという配慮よりも、場に合った格好のほうがよかったのではないですか？」

　言いながら、友則の姿を改めて確認する。スタイリッシュでとてもよく似合っているが、市役所にいる弁護士という堅いイメージにそぐわない。

「見た目を変えればもっとやりやすくて、嫌な思いもしなくて済んだんじゃないですか？」

　投げかけられた言葉を吟味するかのような間を取ってから、友則は口を開いた。

「午後の、あの相談者のことを言っているのかな？」

　軽くうなずいた美紀に「なるほどね」と友則がつぶやく。

「彼のような人は、少なくないよ。あの年代以上の男性からは、たまに似た評価を受けることがある。まれに、若い女性にも言われる場合があるけどね」

　おどけた調子でニヤリとされて、自分のことだと羞恥に満面が赤くなった。弁護士というイメージに捉われすぎていた自分の未熟さが恥ずかしくて、生意気な口をきいた申し訳なさに視線を逸らす。

「前は偉そうに相談者が話をしやすいように……なんて、もっともらしいことを言ったけど、本当は僕がこういう格好が好きだからなんだよ」

「えっ！」

　目を丸くした美紀に、友則は茶目っ気たっぷりに片目を閉じた。

「弁護士である前に、僕は僕というひとりの人間だからね。気分が落ち込むことだってあるし、気の進まない案件を受ける場合もある。だから、少しでも自分の機嫌を取るために、好きな格好をしているというところかな。もちろん、前に言ったことは嘘じゃないよ？　ただ、そのためだけに無理をしているわけじゃなくて、僕自身が望んでこうしているんだ」

　話しながら、友則は名刺を出してサラサラとペンを走らせると、ポカンとしている美紀に差し出した。

「仕事とは別の、プライベートな携帯番号。いろんな人の相談を聞いて考えることがたくさんできただろう？　振り返っている時に何か疑問が出てきたら、気軽にかけてくれていいからね」

「え、あ……はい」

　名刺を受け取ると、友則が「そろそろ行こうか」と伝票を手にして席を立った。ぼんやりと名刺を持ったまま後に続く。

「今日はここで終わりでいいよ。お疲れ様」

　店を出て振り返った友則に頭を下げた。

「ごちそうさまです。お疲れ様でした」

「それじゃあ、また明日ね」

「はい。ありがとうございました」

　事務所に戻る友則の後姿を見送った美紀は、手の中の名刺を目の高さに持ち上げた。

（竜崎さんの、個人的な電話番号）

　修習中に連絡を取る必要が出てくるかもしれないので、仕事用の番号は教えてもらっていた。そして彼の仕事用スマートフォンには、美紀の番号が登録されている。それなのになぜ、個人的な番号を教えてくれたのか。アドレスを伝えるのなら、わざわざ紙に書かなくても互いのスマートフォンを出してアドレス交換をすればいいだけなのに、どうして彼は名刺にメモをして渡したのだろう。

　不思議に感じる気持ちの奥で、個人的な連絡先を教えてもらえたよろこびがゆっくりと大きくなっていく。

（竜崎さんの、プライベート）

　意味もなく今すぐに連絡をしたくなった美紀は、にやける口元を引き締めた。

（特別な意味なんてない。今日のおさらいをしている時に疑問が浮かんだらって言っていたじゃない。それ以上でもそれ以下でもないわ）

　浮かれる自分を押さえつけ、冷静でいなさいと言い聞かせる。なんて教育熱心な先輩だろうと、彼に対する評価がさらに上がった。

（アドレス交換じゃなく名刺にわざわざ書いたのは、きっと質問がそれだけ重要かどうかを判断させるためね）

　行動を起こす前にワンクッション、考える間を持つようにという意味だろう。気軽に質問ができると甘える気持ちを抑える効果もあるのではないか。

（きっと、そう）

　彼が指導担当でよかったと考えながら途中のコンビニで晩御飯を購入した美紀は、スーツを脱いで部屋着に着替えるとさっそく今日の相談のおさらいを始めた。

（この方の相談は……ええと）

　手帳の走り書きから記憶を探って、友則と相談者のやりとりを思い出す。彼の言葉遣いや態度は、相手に合わせて少し砕け気味だったり生真面目だったりと変化した。共通しているのは、話を聞こうという姿勢だ。この人になら話しても大丈夫。この人なら聞いてくれる。そう相手に思わせるのは弁護士にとって必要な資質だ。

　友則の柔和なほほえみを思い浮かべて、彼のプライベートな番号が書かれた名刺を取り出した。

（登録しておこうかな。だけど、そうしたらすぐに連絡ができるって思ってしまうかも。迷惑をかけたら悪いし、だけど）

　並んだ数字を見つめていると、さまざまな友則の表情や声が名刺の奥から立ち昇ってくる。記憶の中にある彼の姿が名刺を通して美紀を包んだ。あるはずのない匂いまでもが鼻に触れて、意識が現実から飛んでいく。

（竜崎さん）

　今まで美紀が思い描いていた弁護士像とはまったく違う彼の見た目と雰囲気は、弁護士という職業の本質的な部分には反していない。

　――弁護士らしいって、そもそもどういうことなのかな。

　見た目ではなく中身をしっかり鍛えなくっちゃと、心の奥から湧き出てくる甘い気配に厳しさを添える。ホットケーキにかかっていた、甘さの中にキリッとした酸味のあるベリーのソースを思い出した。

　――ちょっとした違いだけど、僕は好きだな。

「好き……かぁ」

　つぶやいた唇が軽く疼いて、指先でそっとなぞった。体の中がくすぐったくなって、口元が勝手にゆるむ。

（憧れの人に認められるのって、すごくうれしい）

　試験の結果や生活態度を教師に褒められても、これほどのよろこびを味わったことはなかった。さりげなく口にされた言葉だけで、体が浮いてしまいそうなほどに心が弾むなんて信じられない。

（もっともっと、認めてもらえるようにがんばろう）

　この名刺は、お守りにしよう。

　勤務時間外――と言っても、抱えている案件によっては関係なくなってしまう場合もあるが――に、わずらわせるのは申し訳ない。質問はきちんとまとめて出勤した際にすればいい。

「がんばろう」

　少しでも彼に近づけるようにと気合を入れた美紀は、名刺を財布の奥に大切にしまい込んだ。

















第三章　空回りと困惑と












　三日間の市役所での市民相談会が終了し、それについての質問や復習なども終えた美紀は、ふたたび過去の事件の記録を読んで書面作成をおこなっていた。弁護修習を終えた美紀たちの班は、次に検察庁に修習に行くことになっている。弁護修習をしながら検察修習の予習にもなると友則に言われた。検察庁に行けば取り調べ実習などもおこなうことになる。事件の記録を読む時は、弁護の観点だけではなく取り調べの視点も意識して取り組むといいと教えられた。

「あの、失礼します」

　おずおずとした男性の声に、美紀は顔を上げた。四角い銀縁フレームの眼鏡をかけた細身の中年男性が、紙袋を持って立っている。西川と桑野は外に出ており、友則は奥で作業をしていた。

「どのようなご用件でしょう」

　近づきながら声をかけた美紀に、男性はきまり悪そうな笑みを浮かべて事務所内を見回した。

「ええと、竜崎弁護士はいらっしゃいますか。以前にお世話になりました、吉岡と申します」

　名前を聞いて、もしやと思う。夫の様子がおかしいと相談に来た女性がたしか、吉岡だった。関係があるのかもしれないと思いつつ、応接室に案内してから友則を呼びにいった。

「竜崎さん。吉岡さんとおっしゃる男性がいらしています」

「うん？　ああ、ありがとう」

「もしかして、前に相談に来られた方の旦那さんですか？」

　あれから二週間が経過している。アドバイス通りに夫の動向を調査していた妻の様子に気がついて、夫婦間で何らかの衝突があったのではないか。妻に入れ知恵をした友則に、文句を言いに来たのかもしれない。あるいは正式な相談事案になったのか。

　あれこれと思考を先行させる美紀に、友則は困ったように眉を下げて笑った。

「同じ苗字なだけかもしれないよ」

「あっ、そうですね。すみません」

　勝手に知っていることと結び付けて判断するのはよくないと反省した美紀は、給湯室にコーヒーを淹れに行った。竜崎と吉岡と自分の分をトレイに載せて応接室に向かい、ローテーブルにコーヒーカップを置いて友則の隣に腰掛ける。

「この度は、ご迷惑をおかけしました」

　頭を下げた吉岡は菓子折を差し出した。妻が二週間ほど前に相談をしに来たそうで……と話し始めた吉岡は、思春期を迎えた娘にどう接していいのかわからなかったこと、妻には恥ずかしくて言えなかったこと、専門家に聞くのが一番だと考えて、こっそり電話相談をしていたことをきまり悪そうに語った。

「いや……子どもの教育について、口出しをしないでほしいと言われたことがありまして。それもまあ、仕事優先でほったらかしていたのが悪いのですが」

　子育ては母親の仕事だろうと、家事も育児も妻まかせにしていた。しかし習い事などについては、送り迎えの問題などもあったので口出ししていた。そのせいで口論になることも少なくなかった。夫婦とはそういうものだと深く考えてはいなかったと吉岡は言い、娘についても同様だったとため息をついた。

「けどねぇ、どうも違ったようで」

　思春期の娘となれば父親を嫌うのが当たり前だと会社で発言したところ、そうでもないと返されて驚いたと言いながら、吉岡は美紀を見た。

「そちらさんはどうかわかりませんけど、父親を嫌わない娘もいるそうで」

　最近流行りのつぶやきを流すＳＮＳで、なぜ父親を嫌うのかという理由の発言が広まっていると部下に見せられ衝撃を覚えた。内容を読んで、自分はもう手遅れなのではないかと感じた。昨今の夫婦事情や男の子育て話なども、最近子どもが生まれたばかりの若い社員に教えられて目からうろこが落ちた。挽回したいが、どうすればいいのかわからない。妻に言うのも部下に聞くのも格好が悪いし、専門家に聞けば自分のプライドは保たれて適切なアドバイスを受けられるからいいんじゃないかと思いついた。

「なので、妻には内緒で申し込みましてね。やりとりをしていたのがバレてしまっていた上に、まさか浮気の疑惑になっていたとは……恥ずかしい限りです」

　苦笑いしてこめかみを掻いた吉岡の語りの余韻が消えてから、友則は口を開いた。

「奥様は普段からあなたに気を配っていたから、様子がおかしいと気がつかれたのでしょうね」

　柔らかな口調の中に力強い何かを感じて、美紀はわずかに緊張した。語っている間中、視線を迷わせたまま友則を見なかった吉岡の目がハッと見開かれる。いやはやと言いながら、吉岡は頬をゆがめた。

「父親なんて、家では居場所がないものですから。居れば邪魔だと気になってしまったのかもしれませんな」

「どう思われているのかは奥様や娘さんに聞かなければわからないので、そうだ、とも、違う、とも軽々しくは言えません。ですが奥様の様子から、とても不安がっているのだと伝わってきましたよ」

「不安、ですか」

　重々しくゆっくりと友則が首を縦に動かすと、吉岡は「そうかぁ」とこぼしてうつむいた。しばらく何かを考えている風の吉岡を静かに見守っていると、やがて何かを決意したらしく「うん」と気合を入れて席を立った。来た時のきまり悪そうな様子から、晴れやかな顔に変わっている。

「ご迷惑をおかけしました。弁護士の先生に相談するようなことではありませんでしたな。妻ときちんと話をします。いやぁ、お恥ずかしい限りで」

　恐縮する吉岡に、友則は最後まで柔和な態度を崩さなかった。ペコペコと何度も頭を下げながら扉の向こうに姿を消した吉岡は、来た時とは明らかに違うさっぱりとした顔つきだった。あの短いやりとりの中で、どんな心境の変化があったのか美紀にはわからない。

（竜崎さんは、奥さんが不安がっているように感じたと言っただけ）

　たしかに美紀も、吉岡の妻が相談に来た時に不安そうだなとは思ったが、弁護士に相談に来る人は多かれ少なかれ不安を抱えているものだ。当然のことを言っただけで、なぜ彼はすっきりとした表情になったのか。

「よかった」

「えっ？」

　にっこりと話しかけられて、美紀は目をしばたたかせた。

「こじれて、本当に僕たちの出番にならなくって、よかったよ」

　夫婦の間に弁護士が登場するとなれば、すでに関係が破綻していることが多い。和解になることはほとんどない。皆無と言ってもいいだろう。

「他人が、こんなささいなことでと思う内容でも、僕たちが関わらなくちゃならない事態に発展することは少なくないんだ」

「本当の浮気じゃないとわかって、よかったですね」

　子どものことですれ違っていたと話し合いができたのなら、自分たちの出番はない。弁護ではなくカウンセリングになってしまったが、争いが未然に防げたのならいいことだとよろこんで問題はないだろう。

（仕事にはならなかったけど、本来なら出番がない方がいいものね）

　平和に過ごしていれば関わることのない弁護士という職業を選んだ自分が、なぜだか奇妙に思えてしまった。

「うん。ふたりが、ちゃんと会話ができる夫婦でよかったよ」

　浮気じゃないとわかって、ではなく、会話ができる夫婦でよかったとはどういうことかと美紀が不思議な顔をすると、友則は軽く目を伏せた。

「家族の問題……夫婦間の、特に子育てに対する考え方の違いは、大きな溝を作る要因になることがあるんだよ。何年も経って子どもが大きくなってから、幼少期のころの出来事をぶつけて離婚調停にまで発展する場合がある。仕事だから対応をするけれど、そういう案件はあまり扱いたくないな。あ、これは桑野さんや西川さんには秘密にしておいてね」

　おどけた調子で口元に人差し指を当てた友則が、ウインクをする。最後は軽い雰囲気にしていたけれど、本気で嫌なんだろうなと伝わってきた。

「子育てに口出ししないでって言われたと、言っていましたよね」

　ここは受け流すほうがいい場面かもしれないが、友則の考えが知りたくてあえて話題を続けた。

「口出ししないでと言ったのに、夫が子どもと関わるために専門家に相談をしていたと知って、嫌がらないものなのでしょうか」

「吉岡さんの場合は、嫌がらなかったということだろうね。浮気を疑った時の奥さんの様子からすれば別れる気持ちはないようだったし、深く突っ込んで波風を立てるのは問題だから、今回はこれでおしまい」

　もっと友則の考えを知りたいのに何をどう言えばいいのかわからなくて、美紀は顔をしかめた。

「納得いかない？」

「いえ……わからないんです」

「何が？」

「そこが、よくわからなくて」

　情けないなと、美紀はうつむいた。

（気になるところを、きちんと言語化して質問できないなんて）

　仕事でこんな場面があったとして、違和感を覚えたことに質問ができない弁護士は能力不足だ。同じ案件でも相談者の立場や考え方によって、取り扱い方が変わってくる。司法試験に合格をしただけでは法曹資格を得られないのは、人間同士の問題を扱う仕事だからだと、指導を受けているうちに感じるようになっていた。

　すべて法令通りに進むわけではない。だから友則は過去の事件記録をよく読むようにと指導し、市役所の相談でさまざまな内容に触れさせて、ひとつずつよく考えるようにと教えてくれたのだ。

（私、すごく未熟だ）

　悔しくて、下唇を強く噛んで拳を握った。これほど自分を頼りなく感じたことは、今までなかった。いつも優秀だと評価されていた。愛想も可愛げもないと言われても、弁護士を目指しているのだから問題ないと勉強に励んできた。

（だけど、少しだけでも気にかけて人付き合いとかするようにしていたら、もっといろいろな部分が見えていたのかも）

　落ち込んでいると、頭を撫でられた。

「人間同士の関係は、難しいからね。目の前にある問題だけじゃなく、その背景となった長年の積み重ねというものが影響してくる。今回の場合は、問題はあっても夫婦間での話し合いでなんとかなる程度のものだった、ということだよ」

　うつむいたままうなずいたが、納得できたわけではない。問題は解決した。そこは理解している。弁護士事案に発展しなくてよかったとも思っている。

（もしも今回の件が私の担当事案になっていたら、きちんと処理できるか自信がない）

　こんなことは、初めてだった。同期の誰にも負けない優秀な弁護士になれると考えていた。弁護修習で友則と出会って、考え方に幅が生まれた。この短期間で、かなり成長できていると感じていた。けれどまだまだ未熟なのだと悔しさがこみ上げてくる。

「っ……ふ」

　涙がにじんで、奥歯を噛んだ。泣くなんて情けない。こらえなければと体中に力を入れると、全身で包くるむように抱きしめられた。甘さを含んだ厚みのあるさわやかな香りに包まれる。

　何も言わずに抱きしめてくれる友則に、寄りかかりたくなった。

（でも、ダメ）

　甘えるわけにはいかない。そこまで頼ってしまったら、ひとりで立っていられなくなりそうだ。自信にヒビが入って、足元がぐらついている。脇目も振らずに勉強を続けてきた自分は、間違っていたのではないか。華やかな同期たちの姿が脳裏にちらつく。彼女たちはおしゃれなどを楽しみながらも、司法試験に合格している。自分は、本当は劣等生なのではないか。

「っ、う……っ」

　こらえきれずに涙がこぼれた。震える体をしっかりと抱きしめられて、ためらいながらも友則のジャケットを握りしめる。

「大丈夫。大丈夫だよ」

　耳元で心地いい声に低くささやかれると、美紀の中で何かが高い音を立てて壊れた。とたんに、未熟な自分への不信や理想の弁護士になれるのかという不安などが噴き出した。

「うっ、ふ……っ、ひ、ぅう」

　しゃくりあげながら泣く美紀は、今までの自分がすべて粉々になってしまったのだと感じた。

（こんな私、知らない）

　男の腕に抱かれて子どもみたいに泣くなんて、自分じゃない。早くいつもの状態に戻りなさいと、わずかに残った理性で命じても体は動かなかった。心が友則に甘えたがっている。彼に頼りたがっていた。

「ふ……っ、う……ん、ぅう」

　泣き止もうと唇を固く結んでも、涙は止まらなかった。包んでくれる腕の力が強くなる。もっと素直に泣いてもいいよと言われている気がして、理性が溶けた。

「う……ふぇ」

　広くて優しい友則の胸に額を擦りつけて、美紀は泣いた。あふれる涙が次の涙を誘って止まらない。

「う……ひっ、ふ……ん、ぅう」

　あたたかく包んでくれる友則の腕の中で、美紀はここがどこなのかも忘れて泣き続けた。










　しばらくして落ち着いた美紀は、顔を上げられなかった。

（恥ずかしい）

　すがりついて泣いてしまった。桑野や西川が戻ってこなくてよかった。しっかりと抱きしめられている状態を見られて勘違いされても困るし、泣いている理由を聞かれるのも嫌だ。

（顔、きっとグチャグチャだ）

　見られたくない。けれども、ずっと友則の腕の中にいるわけにもいかない。

（離れたくない）

　ふっとよぎった望みに驚く。

（何を考えているの！）

　これ以上、甘えてはいられない。今は勤務時間中――修習の勉強中なのだ。修習と言っても学生とは違う。ましてや子どもではないのだから、泣いて甘えるなんてとんでもない。

　顔を見られないように注意しながら体を離すと、しっかりと美紀を包んでくれていた友則の腕はあっさりほどけた。

　スウッと心に冷たい風が吹く。さみしさに似た喪失感を覚えた美紀は、しっかりしなさいと自分を叱った。

「すみませんでした」

「落ち着いた？」

「はい」

「無理してない？」

　鼻をすすってうなずいた美紀の顎に、友則の指がかかった。顔を持ち上げられた美紀の目に、心配そうな友則が映る。心の底から案じてくれているのだと知って、胸の奥がじわりとあたたかくなった。ぼうっと見つめていると親指で目じりを拭われて、泣き顔だったと我に返った。汚い顔を見られたくないと手で隠そうとしたら、顎に触れている友則の手を払うように叩いてしまった。

「あっ、すみません……その、嫌だったわけじゃなくて、化粧とかグチャグチャで……だから、ええと」

　何を言っているんだとうろたえる。抱きしめられたのも、顎に手をかけられたのも、今までならば「セクハラだ」と厳しく訴えていたはずだ。それなのに友則にはもっとされたいと望んでいる。触れられた手を振り払うのは当然のことなのに、申し訳なく感じていた。

（恋人でも、なんでもないのに）

　浮かんだ言葉が衝撃すぎて飛び上がりそうになった。上司と部下という関係よりも、もっとつながりの薄い分野別修習期間の二か月のみの関係なのだ。正式な弁護士になれば仕事で会うこともあるだろうが、それだけでしかない。

（だから、こんなふうに甘やかしてくれるのかも）

　三月になって別班の修習生が来れば、友則は自分のことなど忘れてしまうだろう。これまで接してきた中で、彼は目の前の人間に真摯に向き合う人だと知った。悔しさと情けなさに泣いた自分を抱きしめてくれたのも、その延長でしかない。次に担当する相手が同じ状況になれば、きっと同様の対応をする。

（私は、特別じゃない）

　勘違いしてはいけない。冷静でいなければ。弁護士として仕事をしてきた友則にとって、修習生の自分は子どもみたいなもの。だから簡単に抱きしめたりできるのだ。

　鋭い痛みが胸に走って、みぞおちのあたりが重たくなった。どうしてショックを受けているのだろう。一か月足らずで憧れの人になってしまった相手が、近くて遠い存在だとわかったからなのか。触れられるほどそばにいるのに、立場や気持ちはとても遠い。

「ブサイクなところを見せてしまって、すみません」

　美人の泣き顔ならまだしも、平凡どころか可愛げがないと言われ続けた女の泣き顔など汚いに決まっている。彼の手を振り払ったのは嫌悪ではないと伝えたくてボソリと言うと、頬を両手で包まれた。美紀の額に、柔らかなものが押し当てられる。
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「少しも、ブサイクじゃないよ」

　目の高さに友則の顎がある。キスをされたのだと理解した美紀の満面は、真っ赤になった。

「なっ、あ……えっ、あのっ」

　うろたえて視線を上げた美紀は、いつもと変わらない友則の笑顔に一瞬、見惚れた。ぼうっとした美紀の頬に、友則の唇が触れる。

「自分が未熟だと感じて、悔しかったんだね。向上心があるのはいいことだ。だから、少しもブサイクじゃないよ。キスをしたくなるくらい、とても可愛い」

「はっ、ぁ、あ……あっ、ありがとうございます！　あのっ、顔……洗ってきます……っ！」

　とろける笑みを向けられて、心臓が破裂しそうだ。カバンを掴んでトイレに走り、洗面所の蛇口をひねって乱暴に顔を洗った。

（何、いまの……キス……二回も……っ、それに、可愛いって）

　バクバクとうるさい心音が体中に響いている。彼はいったい何を考えているのか。ハンカチでごしごしと顔を拭いて、クレンジングシートで化粧をきちんと落としてから、メイクをやり直す。

　目は少し赤くなっているが、まぶたが腫れるほどではない。桑野や西川が戻ってきても、気づかれはしないだろう。

　アイライナーを引きながら、鏡の中の自分に問いかける。

（さっきの竜崎さんの……あれは、どういう意味だったと思う？）

　額と頬にキスをされた。可愛いと言ってくれた。あれは、指導担当と修習生の間ではなされない行為だ。セクハラだと訴えるべき行動だった。けれど彼を責める気にはなれない。それどころか、もっとされたいと望んでしまっている。

（どうして）

　尊敬できる弁護士として、認識しているからだろうか。それだけではない気がする。

（でも、そんなはず……ない）

　恋をしているとは認めたくなかった。彼と自分は釣り合わない。その前に、恋なんてしている暇はない。十一月には二回試験があるのだ。自分の未熟を痛感したのだから、より研修に身を入れて励まなくては。

　――キスをしたくなるくらい、とても可愛い。

　鼓膜に残る友則の声に赤面する。火照った顔を水で冷やしたかったが、化粧を直したばかりだ。こんなところで時間をつぶしている場合ではない。事務所に戻って勉強を続けないと。

（私が泣いちゃったから、なんとかしようと思ってしてくれただけで他意はない。私がブサイクって言ったから、違うって言葉だけでは信用されないと考えて、証明するためにしてくれただけ。だってほら……私、頭が固いから。言葉だけじゃ信用しないって思われたんだ。それで、とっさに……うん。きっとそう。それ以外にありえない）

　考え出した結論を、しっかりと自分に言い聞かせる。気持ちを切り替えるために深呼吸をして、頬を叩いて気合を入れた。

「よしっ！」

　事務所に戻ると、友則は過去の事件ファイルを抱えていた。

「おかえり」

　普段通りの様子に、やっぱりさっきの行為は友則にとって取るに足らないことだったんだと苦笑した。

（泣いた子どもを慰めるためにしたって程度のことなんだ）

　変に意識をした自分がおかしいのだ。先ほどは失礼しましたと言いかけて、蒸し返す必要はないと考えなおした。

「夫婦間のトラブルについて、言語化できない疑問があると言っていただろう？　だから、過去の事件ファイルの中から、浮気や子育てが発端になった裁判記録をピックアップしておいた。これらを読んで、少しでも疑問が浮かんだら気軽に聞いて」

　指導者として、美紀のためになることを考えてくれている。情けないとか恥ずかしいとか言っていられないなと背筋を伸ばした。

「ありがとうございます」

　ファイルを受け取ろうとすると、重いからと友則は美紀の机に運んでくれた。ふたたび礼を言って、ファイルを開く。じっくりと目を通してから次のファイルへ。

　夫の主張と妻の主張は、ただの夫婦喧嘩としか思えないものもある。弁護士事案になる前に、話し合いで解決ができなかったのか。

（できなかったから、司法の力を借りることになってしまった）

　夫婦とは何だろうと、むなしさがよぎった。中には見合いで、相手のことをろくに知ることもなく結婚した場合もあるだろう。だが、美紀の年代では見合いはまれだ。恋愛結婚が主流になっている。相談に来た吉岡夫妻も恋愛結婚が主流の世代だろう。けれど彼女たちと同年代と思しき中年夫婦の中にも、浮気や子育ての問題で離婚調停をしている人たちがいる。

（吉岡さん夫婦が話し合いで解決してよかったって言ったのは、こういうことがあるからなのね）

　話を聞いても弁護士事案にならなければ、報酬にはつながらない。けれど友則は、それでいいと――それがいいと考えている。

　妻ときちんと話をすると言った吉岡。そうできなかった夫婦は、このファイルの中にあるような状態になってしまう。なぜ話し合いができなかったのか。

「専業主婦と言っても、大変なんですね」

　ポロリと言葉がこぼれ出た。開いたファイルには夫側の主張として、専業主婦は働いていないのだから子育てや家事をするのが当然だと書かれていた。仕事をして疲れているのに、子どもの面倒までは見ていられない。休日にはたまに遊んでやったりしていた。離婚を申し込まれるような、ひどい夫ではない。

　対する妻側の主張に目を通す。二十四時間ずっと気を休められなかった。たまに遊んだと言っているが、散歩に連れ出しても三十分もせずに帰ってくる。仕事で疲れているのに子どもの泣き声がうるさいからと、どこかに出かけて帰ってこない。こちらは疲れていても子どもと離れて休めないのに。このままでは夫に対する不満を、子どもにぶつけてしまいそうだ。

　眉間にシワを寄せていると、右から伸びてきた友則の指が主張の文字の上を滑った。

「言葉をかけても通じていない場合が、たまにあるんだ。夫は仕事で行き詰まっていて、イライラしていたらしい。そうでなければと後悔していたけれど、結論が出てからでは遅いよね」

　よくある話だと簡単に片付けられる出来事でも、離婚調停にまで発展する場合がある。事故や事件よりもこういう日常から生まれる問題のほうが扱いは難しいのだと、友則は重たく憂鬱な息をこぼした。

「双方の主張が主観だからね。親権も絡んでくると、余計に」

　憂い顔の友則にかける言葉が見つけられない。美紀は自分の無知を呪った。もっといろいろなことを知らなければと、彼が選んでくれた記録ファイルを見つめる。

「子育てに関する事案が多い気がします。それもだいたい、原因は似た感じですよね」

　熟年離婚の場合であっても、子どもが幼いころの夫の態度に不満を持ったのが発端だったと調書に書かれている。つまりそれだけ、根が深いということだ。長年引きずってしまうほど、対話ができていなかったとも言える。どんな思いを抱えて、夫婦を――家族をしていたのかと考えると悲しくなってきた。

「人間だから、余裕がなくなってしまう場合もあるよね。だけど、ここまでこじれてしまうのは、扱うだけでもつらいと感じるから、当事者はもっと苦しいんじゃないかな」

「周囲の人間の助けが……あったら、こうはなりませんよね」

「だいたいが、よくあることだとか皆一緒だとか言われて、余計に追い詰められてしまうみたいだね」

　もしも自分が相談されたらどんな対応をするだろうと考えてみた美紀は、やはり「よくあること」だと言ってしまう気がしてゾッとした。かといって、いきなり離婚調停についての専門知識を相手に言うのも、弁護士として依頼をされたのならともかく何かが違う。

「正解って、あるんでしょうか」

「事案の数だけ、としか言えないかな」

　頭が痛くなってきた。勉強をしてきた中で難しい問題にあたっても、ここまで憂鬱な気分になることはなかった。

（弁護士の仕事って……思っていたのと違う）

　厳しい態度で法律に照らし合わせて依頼者を擁護し、守るのが弁護士の仕事だと考えていた。すべては司法通りに。過去の判例を基にして挑めば間違いはない。きっちりと隙のない対応をすればいい。だから生意気だと言われても、可愛げがないと言われても、余計なことに意識を向けずに勤勉に励むのは、法律家を目指しているのだから当然だと考えていた。

（違う……私が理想としていた弁護士像は、違う）

　それだけではいけないのだと、友則に出会って思い知った。弁護修習が始まってから、認識を変えなければならないことだらけだ。

　ファイルの上に乗せていた手を握りしめると、友則の手のひらがかぶせられた。ぬくもりに「焦らなくてもいいんだよ」と言われている気がした。無言で慰められた美紀が顔を上げると、友則は安堵させるように小さくうなずく。

「まだまだ、これからだよ」

「竜崎さんは弁護士になりたてのころに、悩んだりしたんですか？」

　彼がはじめから今の状態でなかったとわかったら、自分も変われると自信を持てるかもしれない。瞳に力と希望を込めて問うた美紀に、友則は「もちろんだよ」とはにかんだ。

「はじめのうちは、きっちり真面目に。地味で清潔な格好をして、相手の信頼を得られるようにと考えていた。ちょうど、今の渡辺さんみたいにね」

　トンッと手の甲を軽く叩かれて、照れくさくなった。口元がゆるんで気負いがほぐれる。

「犯罪事件や交通事故案件もあるけれど、離婚調停の相談は想像以上に多くてね。相談者の訴える熱量もすごいから、精神的にまいってしまった」

　いつでもおだやかな笑みをたたえて、ゆったりと構えている友則が精神的に弱る姿など想像がつかなかった。

（竜崎さんも、私と一緒で悩んだり落ち込んだりしてきたのね）

　少しだけ彼が身近な存在に思えてホッとした。手の届かない相手ではない。憧れの人と同じ目線に立てる日が来るのだと希望が見える。

「桑野さんにもっと肩の力を抜いたほうがいいと言われても、どうすればいいのかわからなくてね。聞いていた西川さんに飲みに連れまわされて、大変だったよ」

　クックッと友則が思い出し笑いをする。市役所の相談会の後に喫茶店に誘ってくれたのは、西川に倣ならって美紀の気負いをほぐそうと考えたからなのか。特別な行為ではないと理解していたはずなのに、なぜか心がわずかに痛んだ。

「こういう案件を抱えると、会話ができるというのは特別なことなんだなと感じるよ」

　笑いを収めた友則の、ファイルに注がれる視線がさみしい。愁いを含んだ目元の切なさに、美紀もなぜだかしんみりしてしまった。

「渡辺さんは、はっきりと意見を言うよね」

　唐突な言葉に目を丸くする。

「えっ？」

「喫茶店でも、これでいいです、じゃなく、これがいいです、と言ってくれただろう？　たったひと文字。で、と、が、の違いだけれど、意味が大きく変わるよね。そういうところ、いいと思う」

　ふわぁっと頬が熱くなった。

「いえ、そんな……本当に、あれがよかったので」

　うん、とかみしめるように友則は顎を縦に動かした。

「言葉に対して真摯というか、慎重だよね。起案は当然のことだけど、話す時もきちんと考えているんだなと感じるよ」

「そんなこと、ないです」

　否定した美紀の頭には、初対面での失言があった。

（あれも、考えた上で言ったことだって思われているのかな）

　自分の認識を押し付ける失礼な発言だったと恥じていると、優しく頭を撫でられる。

「きちんと自分の考えを持って、言葉にできるのはいいことだ。それだけじゃなく、渡辺さんは持論に固執せずに反論を受け入れて考えられる。とても、いいよ」

　照れくさくてうれしくて、彼の顔を見られなくなってうつむいた。

「はい……あの、ええと……ありがとうございます……がんばります」

　二度ほど軽くポンポンと撫でられて、友則の手が離れた。彼のぬくもりの余韻がじんわりと頭部に残って、手を当てて確認したくなった。持ち上げた手を頭に乗せる代わりにファイルに伸ばして、別の案件の調書を開く。

「もっといろんなことを知って、立派な弁護士になります」

「無理はしないように。ささいなことでも、気軽にいつでも質問をくれていいからね」

　立ち上がった友則が、さりげなくズボンの尻ポケットを叩いた。彼の仕事用のスマートフォンはシャツの胸ポケットに入っている。尻ポケットにあるのはプライベート用のスマートフォンだ。

（今のしぐさ……プライベートな番号に連絡してもいいよってこと……よね）

　番号を教えてもらった時点でわかっていることを、念押しされた理由は何だろう。

（私が遠慮をしていると思っているのかな）

　電話番号が書かれた名刺をもらっても、電話をするどころか登録もしていない。弁護修習期間は共に行動をするのだから電話をする必要がない。初日に教えてもらった仕事用の番号にもかけたことがなかった。

（あ……だから、かも？）

　教育時間中ならば直接質問ができる。だが、寮に戻って復習をしている間は、疑問があっても次の出勤時間まで解決しない。だから美紀はいつも、復習の過程で生じた疑問を出勤してすぐ友則に聞いていた。そのせいで彼は、遠慮をしてかけてこないのではないかと考えているのかもしれない。

（本当に教育熱心だなぁ）

　ますます尊敬すると同時に、初対面で彼を非難した自分を消してしまいたくなった。自分が友則の立場なら、なんて生意気で可愛げがなく頭の固い修習生だと最悪の印象を持つ。

（いろんな案件を扱っていたら、あのくらいで気分を害したりはしなくなるのかな）

　市役所の相談会で、八つ当たりに近い物言いをしていた人がいた。その人の態度を参考に、目を落としている調書の奥にある当事者の言動を想像してみる。食い違う、夫と妻の主張。感情に任せて弁護士を怒鳴ったり不満をぶつけたりする人もいる。わかっていたつもりだが、つもりでしかなかった。

　実際に対応をしたわけではないのに、想像だけで気が重くなってしまった。

　――弁護士である前に、僕は僕というひとりの人間だからね。気分が落ち込むことだってあるし、気の進まない案件を受ける場合もある。だから、少しでも自分の機嫌を取るために、好きな格好をしているというところかな。

　喫茶店での友則を思い出す。相談者に感情をぶつけられて、どうにかしようと奮闘する中で落ち込んだり苦しんだりする場面も多いだろう。誰かに聞いてほしくても、守秘義務がある。事務所の先輩に話を聞いてもらい、どうすればいいかとアドバイスを受けはするだろうが、最終的にモチベーションを整えるのは自分の仕事だ。

（私が、竜崎さんにできることがあればいいのにな）

　修習期間中に彼のために何かできはしないかと考える。今の自分にできることは、彼から学べることをすべて学んで身に着けることしかなかった。

（しっかり、がんばろう）

　プライベートな時間まで教育に当てようとしてくれている友則の期待に応えたくて、美紀はますます意欲的に弁護修習に取り組んだ。

















第四章　颯爽とした理想を突きつけられて












（いっぱい服を買っちゃった。真剣に服を選ぶなんて初めてかも）

　今までは清潔感があって地味であれば何でもいいと考えていた。ウキウキとブティックを巡ってあれこれ悩むのは、けっこう楽しかった。

　以前とは違う自分を不思議に思いつつ買い物を終えて、明日の出勤を楽しみに帰路を進んでいた美紀は、見知った顔を見つけて立ち止まった。

（竜崎さん……と、女の人）

　紺のコートとジーンズ姿の友則が、女性と談笑しながら歩いている。ふんわりと毛先をカールさせた長い黒髪。シックな茶系の口紅と同系色の落ち着いたアイシャドウ。キリッとした顔立ちに浮かぶ笑みは柔らかく、地味な色合いの化粧であるのに華やかだ。ファーのついたＡラインの白いコートと細くて高いピンヒールのブーツ。

　美男美女だと思わず見惚れた美紀の心はチリチリと、淡い火傷に似た痛みを覚えた。

「あれ……渡辺さん」

　気づいた友則が親しげに片手を上げる。隣の美女が好奇心を乗せた瞳で美紀を見た。

「誰？」

「僕が担当している修習生で、渡辺美紀さん。渡辺さん、この人は僕と同期の弁護士で、坂崎さかざき恵めぐみさん。坂崎弁護士事務所の所長なんだ」

「こんにちは、渡辺さん」

　愛想よくあいさつされて、美紀は背筋を伸ばした。

「坂崎所長、はじめまして。竜崎さんには、お世話になっています」

　あらあらと恵が上品な笑い声を上げた。

「そんなに、かしこまらなくてもいいわ。丁寧な子なのね。うちの修習生に見習わせたいくらい。だけど所長じゃなくて、先生にしてくれない？　所長って呼ばれると、くすぐったいのよね」

　茶目っ気たっぷりな流し目を向けられて、美紀はドギマギしながらあいまいな笑みを浮かべた。

（本当に、美人）

　秀麗という言葉はこの人のためにあるのではと思うくらいに、知的できれいだ。自信が内側からにじみ出ていてまぶしいほどだが、嫌な感じはまったくしない。頼もしいと感じさせられる堂々とした態度に、司法を扱うプライドがうかがえた。

（この人みたいになれたら、相談者もきっと安心して任せられると思うだろうな）

　なれるだろうか。なりたい。ならなくちゃいけないと、心の中で地味な自分への気後れを向上心に変換させる。これからはしっかりとおしゃれにも気を遣うのだと心に決めて、悩んで選んだ勤務用のブラウスや私用のための服が入った紙袋をしっかりと握りしめた。

「買い物の帰りなのか。この後、用事がないのなら一緒に食事でもどうかな」

　美紀が肩にかけている紙袋に視線を向けた友則に、さらりと誘われてとまどった。

「いえ……でも」

　デートの途中に他人を誘っていいのだろうかと、美紀は恵の顔色を確認した。

（同期で付き合ってはいけないなんて決まりはないはずだけど、坂崎先生といると別の事務所への引き抜きだって噂が立つかもしれないから、私を誘ってカモフラージュしたいのかな）

　理由を考える美紀に、恵はにっこりとほほえんだ。

「遠慮しないで。あなたの話を友則から聞いていたところなのよ。とても熱心で優秀なんですってね。ぜひ会ってみたいって言っていたら本人が登場だなんて、すごい偶然！」

　楽しそうな恵の態度に、嫌味は少しもなかった。本心から美紀が一緒に行くことを望んでくれているようだ。けれど、引っかかるものがあった。

（竜崎さんのこと、呼び捨てにした……それだけ、親しいってことよね？）

　迷っていると、さらに恵に誘われる。

「休みの日まで友則と一緒だなんて気が休まらなくて嫌かもしれないけど、この後に何も予定がないのなら晩御飯をおごらせて」

（また、呼び捨て）

　やっぱりふたりは特別な関係なのだ。邪魔をするのは悪いと遠慮をする気持ちもあるが、このまま別れては恵のことが気になって落ち着かないので、誘いを受けることにした。

「ご一緒させていただきます」

　揺れる気持ちを抱えながら返事をした美紀に、やったと恵が可愛らしく両手のひらを胸の前で合わせた。

「嫌いなものはない？」

「はい。特には」

「よかった。じゃ、お店に行きましょ」

　歩き出す恵の後に続いた美紀の隣に、友則が並ぶ。

「本当に偶然だね。まさか会えるとは思わなかった」

「私もです。でも、本当にご一緒してよかったんですか？　おふたりで食事をする予定だったのではないですか？」

「相談事があってね。話を聞いてもらっていたんだよ。で、それがひと段落したから何か食べようって話していたところだったんだ」

　相談事とは何だろう。知りたいけれど聞いてもいいのかと迷っているうちに、店に着いた。

「ここ、安くておいしいの」

　フレンチが似合いそうな恵が扉を開けたのは、いかにも下町の居酒屋といった雰囲気の店だった。テーブル席が四卓とカウンターが六席。座敷がひとつ、奥にある。

「坂崎先生、遅いじゃないですか」

　テーブル席から伸びあがって手を上げた青年に、美紀は見覚えがあった。同じ班の修習生、大槻おおつき幹久みきひさだ。大学でラグビーをしていたという大柄な彼に、恵がツカツカと歩み寄る。

「遅くないわよ。お店の前で待たずに、先に席についているなんて」

　まったくもう、とため息に乗せてぼやいた恵に、幹久はいたずらが見つかった子どもみたいに、悪びれた様子もなく首をすくめた。

「すぐに来ると思って、席を取っておいたんですよ。って……おっ。渡辺じゃん」

　ひらひらと手を振られて、美紀は小さく頭を下げた。

「さっき会ったから、連れてきたのよ」

　席を立った幹久は恵を奥に座らせると、向かいに座ろうとする友則を止めた。

「竜崎先生は、坂崎先生の隣に座ってください。なんか、先生の隣に座るのって落ち着かないんで」

「先生じゃなくて、先輩なんだけどね。まあ、そういうことなら」

　チラリと何か言いたげな視線を友則に向けられた美紀は、彼が何を気にしているのかわからなかった。

「じゃ、渡辺は奥に。どうせ飲むなら、担当じゃない人の向かいのほうが緊張しないだろ？」

　気遣いを見せる幹久に、すかさず恵が突っ込んだ。

「大槻くんが緊張するなんて、想像できないけど」

「これでも肝っ玉は小さいんですよ」

　おどける幹久と恵の親しげなやりとりに、修習過程は良好なのだとうかがえた。店員が注文を聞きにやってきて、ウーロン茶を頼んだ美紀以外は全員が生ビールにした。さっさと料理を選んでいく恵に、幹久が「これも食べたい」と口を挟む。何か食べたいものはあるかと聞かれた美紀は首を振り、次に問われた友則は「もう、けっこう注文しているよね？」と答えた。

　飲み物が運ばれてきて、乾杯と恵が言う。

「美人だけど、サバサバしているから気楽なんだよな」

　半分ほどビールを飲んだ幹久にささやかれて、美紀はうなずいた。

「初対面の時は、こんな美人に教わるのかって緊張したけどさ。あっという間にそんな気持ちは吹っ飛んだよ。部活の先輩と接しているみたいでさぁ。もう、厳しいのなんのって」

　楽しげに不満をもらす幹久に、恵が唇を尖らせた。

「二か月しかないから、みっちり教えてあげなきゃって思っているだけよ。友則だって、そうでしょう？」

　振られた友則は、笑顔のままで眉尻を下げた。

「渡辺さんは意欲的に取り組んでくれるから、こっちが引っ張られている気がするよ」

「へぇ。優秀なのねぇ」

　感心されて、照れくさくなった。

「いえ、そんな……すごく丁寧に教えてくださっているので感謝しています」

　他人の前で褒められて悪い気はしない。隣の幹久が「渡辺さんは導入修習の時も、すっごい真面目に取り組んでたもんなぁ」と感想を述べると、自分はどうだったのだと恵に言われて頭を掻いた。

「試験に合格したところだから、テンション上がってたのもありますしねぇ」

「言い訳しない」

　ぴしゃりと言われて肩をすくめた幹久に「おっかないだろ」と耳打ちされて、美紀は苦笑を浮かべた。彼とは話したことがなく、顔を知っている程度だった。それなのに友達のような態度を取られて、接する距離感がつかめない。

　圧倒されるばかりの美紀は、そっと友則に視線を向けた。柔和な笑みをたたえて、恵と幹久のやりとりをながめている。話を振られたら返事をするくらいで、自分からは何も言わない彼の姿は、恋人を見守っているようにも見えて美紀の心はざわついた。

　見れば見るほど、お似合いのふたりだ。

（気になるな。さっき言ってた、相談の内容）

　仕事の話だろうか。それとも、プライベート？　デートをごまかすために、そう言った可能性もある。

（やっぱり、恋人同士なのかな）

　ギュウッと心臓が握りつぶされたように苦しくなった。そういえば、と恵が修習生だったころの話を友則に振って、聞きたいですと幹久が身を乗り出す。思い出話に花を咲かせるふたりの間には、介入できない時間の積み重ねがあるのだなと悲しくなった。

（なんで、私）

　不思議に思いつつ、気分を変えたくてトイレに立った。個室に入って深呼吸をすると、胸の痛みが全身に広がった。

（やだ、どうして）

　目の奥がじんわりと熱くなって、天井を見る。目を閉じると、まぶたの裏にさまざまな友則の姿が浮かんだ。抱きしめられた記憶に引きずられた鼻が、ここにはない彼の匂いを嗅ぐ。頭を撫でられた。額と頬にキスをされた。深く考えないように、思い出さないように気をつけていたけれど、考えずにはいられない。

　頬に手を当てて、彼の唇が触れたあたりを軽くなぞった。

　深い理由なんて、きっとない。緊張をほぐそうとスキンシップを多めにしていただけなのだ。額や頬のキスだって、その延長上にあるだけのこと。そう結論づけて納得をしたはずなのに、特別な意味があってほしいと望んでいる。

「竜崎さん……友則」

　いつものように苗字を呼んで、恵の真似をして下の名前を呼び捨ててみる。ゾワッと興奮の震えが走って、体中の産毛が逆立った。喉の奥が詰まって口元を押さえる。甘さを通り越した熱い気持ちにめまいを覚えた。

（うそ……私……違う、勘違い。そうじゃない、そうじゃない！）

　自分の気持ちに気づきながらも、見えないふりをする。

（泣いちゃダメ）

　泣き顔で席に戻るわけにはいかない。ここは居酒屋で、恵も幹久もいる。化粧直しの道具は席に置いてきたカバンの中だ。落ち着け、落ち着けと言い聞かせて深呼吸を繰り返す。

（遅くなったら、心配をかける）

　戻らなくちゃと胸を押さえて、体の中が空っぽになるほど細く長く息を吐き出した。

「よしっ」

　気合を入れてテーブルに戻った。心配そうに友則に見つめられて、心が疼く。彼の視線に気づかなかったふりをして席に着き、ウーロン茶の残りを一気に飲み干した。

（弁護修習は、あと少しで終わる。これはきっと気の迷い。憧れを恋と勘違いしているだけ。おしゃれはしても、恋なんてしている暇はないわ。二回試験のために、しっかり学んでおかないと）

　自分の長年の夢に目を向けろと心の中で繰り返す美紀は、ほがらかに自分の失敗談を語る飾らない恵を見つめた。

（私も、坂崎先生みたいな女性弁護士になろう）

　彼女のようになれれば、相談者から安心して任せられると信頼を得られるはずだ。颯爽として自信に満ちた、けれど威圧感を与えない親しみの持てる雰囲気を、理想が具現化した姿として受け止める。

　彼女のようになりたい。異性の見本よりも、同性の理想が目の前にいるほうが目標を設定しやすい。弁護士としての手腕は知らないが、所長をしているのだし幹久も慕っているようだから、実力もしっかりと兼ね備えているに違いない。

　美紀の視線に気づいた恵が、どうしたのと問う目になった。何でもないと示すために、軽く首を振った美紀は、思い直して口にする。

「坂崎先生みたいな弁護士になりたいと思っていたんです」

「あらっ。うれしい」

　おどけた調子で頬に手を当てた恵の可愛らしいしぐさに、大人の余裕がにじみ出ている。

「やめとけ渡辺。この人、キッツイぞ」

「あら。厳しく指導するのは当然でしょう？　それもこれも、未来の弁護士くんのためを思ってのことよ」

　ねえ、と同意を求められた友則が、ははっと軽快に笑う。リラックスした彼の笑顔に、ギュウッと心が締めつけられた。

（これは、恋じゃない。坂崎先生に嫉妬をしているのは、私の理想そのものだから。未熟な自分が悔しいから。だからさっき、泣きそうになったんだ）

　繰り返し繰り返し、頭の中で念じるように唱えながら過ごした美紀は、何を食べて何を話してどうやって寮に戻ったのかを覚えていなかった。

　それほど努力をしたにもかかわらず、部屋の扉を閉めた美紀ははっきりと友則への恋心を自覚していた。

「私……わた、し」

　がくりと膝をついて両手で顔を覆う。暗くなった視界に、にこやかに会話をする友則と恵の姿が浮かび上がった。誰かが介入できる隙などないほどに、仲睦まじい様子だった。腹の底から抱えていたものがこみ上げる。

「っ……竜崎さん」

　好きです、と心の中で叫んだ美紀は、勘違いだと言い聞かせていた恋しい想いを止めきれず、涙に変えてあふれさせた。

















第五章　恋心の弁護します












　今日で弁護修習は終わってしまう。友則の指導を受けるのもこれが最後だ。仕事の上で顔を合わせることはあっても、プライベートを共に過ごすなどないだろう。スキンシップ過多ではあったが、親しくもなく険悪でもない適切な距離感を持った修習生と指導担当の弁護士という関係だったと美紀は思う。市の相談会の帰りに喫茶店に連れていってもらった時に、個人的な電話番号を教えてもらいはしたが連絡をしなかった。

（用事、なかったし）

　勤務時間外まで勉強につき合わせるのは悪い気がしたし、事務所で聞けばいいことだからとアドレス帳に登録さえしていない。しかしお守りとして大切に、番号の書かれた名刺を財布の中に入れてある。

（これがあれば、がんばれる）

　プライベートな時間を割いてもいいと思うほど、気にかけてくれている。だからしっかり勉強をして、立派な弁護士になるのだと励みにしている。

「今日の飲み会、桑野さんも出るんですか？」

　終業間際、西川が所長の桑野に声をかける。

「いいや。だけど、会費は渡しておくよ。西川くんは、行くんだろう？」

　起案の復習をして友則に添削をしてもらっている美紀は、聞くともなしに会話を耳に入れた。この後、弁護修習を終えた者たちのお疲れ会がある。そこで友則とのつながりは終了するのだと、切なさにみぞおちのあたりがキュッと縮んだ。

　トンッとペンで机を叩く音がして、意識を起案文書に戻す。

「うん、よく書けているね」

「ありがとうございます」

　起案文書は実際の事件を元にして書いたものだから、守秘義務があるために持ち帰ることはできない。添削の要点をメモした美紀は、書類をシュレッダーにかけるために席を立った。スイッチを入れて紙を滑らせると、あっという間に紙屑になってしまった。それを見ながら、自分と友則の関係も細切れになって別の紙屑と混ざり合い、その他大勢の修習生のひとりとして忘れられてしまうのだろうと考えた。

（これで、おしまい）

　憧れを勘違いしているだけだと言い聞かせていた想いが、恋心だと気づいてからの時間はとても長く感じたり、ひどく短く感じたりで、自分でも訳がわからなくなっていた。気持ちが外に出ないように気をつけて過ごす美紀に、友則は柔和な笑顔で熱心に指導した。褒められるたびに浮き立って、すぐに「特別な扱いじゃない」と落ち込んで、心がとても忙しかった。

（でも、もう終わる）

　お疲れ会で、すべてが終わりだ。気持ちを切り替えて検察修習に臨むんだと、名残惜しむ指をせかして帰り支度をした。

「じゃあ、行こうか」

　帰宅準備を終えた友則にうながされて、事務所を出る。西川はひとつ書類を仕上げてから合流するらしい。二月末の冷えた空気の中、お疲れ会が開かれる居酒屋まで歩いていく。友則の少し後ろを歩く美紀は、すっきりと伸びた彼の背中を見つめた。

（こうやって歩くことは、なくなるんだな）

　胸がギュッと苦しくなって、カバンの持ち手を強く握った。最後まで気持ちを悟られないように、細心の注意を払って過ごさなくては。

（居酒屋に着いたら、離れた席に座ればいい）

　遠くにいれば、きっと大丈夫。少しでも長くそばにいたいけれど、この気持ちは迷惑をかけるだけだから。

（竜崎さんを、困らせたくない）

　前を歩く友則は、時々チラリと美紀を見る。さりげなく気にしてくれるしぐさがうれしくて、泣いてしまいそうだ。

（私、いつからこんな泣き虫になっちゃったんだろう）

「あ、渡辺さん！」

　張りのある声で呼ばれた。幹久が恵と並んで手を振っている。大柄な幹久の隣に立つ恵は、彼よりずっと堂々として見えた。けして派手ではないのに、華やかな雰囲気と落ち着いた存在感がある。ベージュ系のしっとりとした大人のメイクが、美紀にはとてもうらやましい。

　彼女の真似をしてベージュ系でまとめようとしてみたが、どうにもしっくりこなかった。二回試験に合格するまでに、恵の十分の一でもいいから相手に安心感を与えられる法律家らしいおしゃれを手に入れるのが、彼女と出会ってから新たに増えた目標だ。

（こんなふうになれたら、友則さんと並んでいてもおかしくないのにな）

　よぎった考えを慌てて消した。

（違う。坂崎先生のように、初対面でも相手に信頼感を与えられるような弁護士になるためよ）

　恵が友則に向けて、やれやれとわざとらしくため息をついた。

「やっと出来の悪い弟子から解放されるわ」

「出来の悪い弟子って、ひどいじゃないですか」

　すかさず幹久は頬をふくらませて、拗ねる真似をする。このふたりは二か月の間に冗談を言い合えるほど気安い関係になれたのだなと羨望が生まれた。

「はは。うちの弟子はとても優秀だから、もっと手元に置いておきたいくらいだよ」

　さらりと友則に褒められて、心臓がドキリと跳ねた。恋心を自覚してから、ささいなことで心臓が痛んだり弾んだり。お世辞だとわかっているが、妙な期待をしてしまう。

　居酒屋の扉から幹事が顔を出して、中に入れと四人を呼んだ。店は貸し切りになっていて、めいめいが好きな場所に座っていた。にぎやかな場は苦手な美紀が奥のひっそりとした席に落ち着くと、友則が隣に座った。

「この席だと、全体が見渡せていいね」

　たしかに店内がよく見える。だが、そういう理由で選んだわけではない。わざわざ否定をする必要もないので、小さく首を動かして同意を示した。

　特に会話をしないまま次々に集まってくる同期と、修習生を受け入れた事務所の弁護士たちをながめた。

　じっと黙っているのも悪いかと話題を探すが、これまで教わった事柄に関するものか、今までお世話になりましたというあいさつくらいしか思いつかない。

（私って、つまらないんだなぁ）

　同期たちは自分の指導担当と、すっかり打ち解けあった感じで会話を弾ませている。その姿をながめる友則は、何を考えているのだろう。

（きっと、つまらない相手に当たってしまったって思っているよね）

　冗談もうまく言えない生真面目で融通が利かなくて、初対面で生意気な口をきいた修習生のことなんて、きっとすぐに忘れてしまう。次の修習生を受け入れたら、私の存在なんてシュレッダーにかけられた書類みたいに細切れになって、何だったかもわからない状態で捨てられてしまうんだ。

　飲み物が各自に届いて乾杯の音頭がとられて、笑い声がそこここで上がっても、美紀の心は重たく暗く沈んでいた。顔にはなんとか愛想笑いを浮かべているが、もともと大勢で騒ぐのは苦手なので積極的に会話に参加をすることはない。自分の隣にいる友則は退屈だろうなと考えても、どうすればいいのかわからなかった。

　時間が経つにつれてにぎやかさは増していき、自然と席の移動が始まった。離れた席の弁護士に呼ばれた友則が、美紀を気にしながらも移動する。空いた場所に、同期の女子がサッと座った。

「ね、ね！　竜崎弁護士って、どんな感じだった？」

「どんなって……とても丁寧に教えてくれて、親切で、わかりやすくて」

「違う、違う。指導じゃなくって、普段のこと。好きな食べ物とか、苦手なものとか、好きな女性のタイプとか？」

　弾んだ語尾が大きくて、近くにいた者たちの視線が集まる。

「なになに？　竜崎弁護士の好みの話？　やだ聞きたい！　教えて、教えて」

　別の同期から前のめりで質問されて、たじろいだ。

「え……や、知らない……そんな話にならなかったから」

　答える美紀の頭の中に、友則の声が響いた。

　――これでいい、じゃなく、これがいい、と言ってくれただろう？　ちょっとした違いだけど、僕は好きだな。

　――キスをしたくなるくらい、とても可愛い。

　ふわっと心が浮き上がって、満面が熱くなる。

「やだ。どうしたの、渡辺さん。何か思い出したとか？」

　ニヤニヤする同期に首を振る。

「ううん、別に……そういうの意識しなかったから、なんか急に恥ずかしくなって」

　ウソだ。恋心を自覚してから、ずっと気になっていた。繰り返し思い出しては、彼の言動を意識していた。どんな意味があるのだろうと、特別な理由はないだろうかと探していた。夢みたいな展開を想像しては、余計に苦しくなっていた。

（何の気なしに言われただけ。頭を撫でてくれたのも、ほっぺにキスをくれたのも、大人が子どもを褒めたり慰めたりする程度のものだった）

　結論はいつも、そこに行きつく。店内に目を向けると、自然と視線は友則に吸い込まれた。談笑している友則の隣には、恵がいる。

「やっぱ、お似合いだよねぇ」

　吐息交じりの羨望が耳に届いた。

「あのふたり、付き合ってんのかな？」

「幼馴染みの同期って聞いたけど、なんかすごい関係だよね」

「それもう実質、付き合ってるレベルじゃない？」

　耳に入った言葉に胸をえぐられる。誰が見ても似合いのふたり。個人的に休みの日に相談を持ちかけるくらい、仲のいい関係。

（ダメ……泣きそう）

　恋しくて、離れたくなくて、想いが喉に詰まって息苦しくて窒息しそうだ。

「具合悪いの？　渡辺さん、顔が青いよ」

　うつむいた美紀をのぞきこんだ同期に、否定と肯定の中間に見える程度に小さく首を振った。

「弁護修習が無事に終わって、ホッとして疲れが出たのかも。こういう席は得意じゃないし、こっそり帰るね」

「うん。わかった。気をつけてね」

　力ない笑顔を返してカバンを手にした美紀は、トイレに立つふりをして店を出た。ざわめく胸を落ち着かせたくて、冷たい空気を肺いっぱいに取り込んだ。体の内側にこもった想いの熱が、冬の気配を残した空気に冷やされて、おとなしくなっていく。

「これで、おしまい」

　声に出して、無理やり笑顔を作った。頬がひきつった奇妙な笑みは、告白をする前に失恋をしてしまった自分への自嘲だった。

　――幼馴染みの同期って聞いたけど、なんかすごい関係だよね。

　美しく自信に満ちた大人の女性で、同業者。仕事の話ができてプライベートも楽しく過ごせる相手。そんな恵がそばにいるのだから、友則が自分を見てくれる可能性はゼロだ。恵と比べれば、自分は子どもと変わりないだろうから。恋愛対象の枠に入ることすらできやしない。

　スンッと鼻をすすったのは寒いからで、悲しいわけじゃない。いい経験をしたのだと考えて、気持ちを早く過去にしよう。恋愛に関する相談を受けた時の糧になるはず。無駄じゃなかった。だから、大切な思い出にしてしまおう。

（今夜だけ、思いっきり泣いて切り替えよう）

　下手に抑え込むよりも、すべて吐き出してすっきりしてしまえばいい。足早に帰ろうとする美紀の手首が、誰かに掴まれた。

「渡辺さん」

　友則の声だ。弾んだ息から、走ってきたのだとわかった。考えに没頭していて、足音にまったく気がつかなかった。

　なるべく顔を見ないように振り向いて、頭を下げる。

「お疲れ様でした。今まで、ありがとうございます。あいさつもせずに抜け出して、すみません」

「いや……うん。場を盛り下げないように気を遣って、黙って帰ったんだろう？　追いつけてよかった」

　ずっと頭を下げたままではいられないので、うつむき加減に顔を上げる。

「二か月間、とても有意義でした」

「まだ他の研修が残っているし、そこでわからないことがあったら、気軽に連絡をしてくれないかな」

「いえ。担当の方がいらっしゃるので、大丈夫です。お気遣いありがとうございます」

　感情を悟られないように慎重に出した声は、無機質で固いものになってしまった。自分の声が、友則との距離を示しているようで苦しくなる。親しげにしていたほかの弁護士と修習生の姿がうらやましくてならないけれど、これでいいとも考えた。

（だって私、竜崎さんが好きだから）

　親しくなっていたら、気持ちがバレてしまった時に関係がぎくしゃくしてしまう。それならはじめから、距離を取っているほうがいい。これがいい。これが正解なのだと、美紀は胸の裡で繰り返した。

「僕は、いい担当じゃなかったのかな」

　沈んだ友則の声に目を丸くした。

「いえ……竜崎さんは、とてもいい担当でした。親切で、丁寧で、わかりやすくて。いろいろなことを教わりました」

「それなら、どうして目を合わせてくれないのかな」

　さりげなく視線を逸らしていたのがバレていた。

「それは」

　目を泳がせて言い訳を探す美紀の肩に、友則の手が乗った。コート越しなのに彼の熱を感じるのは、意識が勝手に記憶を重ねて肌に感覚を捏造しているからだ。触れられているという事実を、心が現実以上に大きく見せようとしている。

「過剰なスキンシップをする、セクハラな担当だと思っていた？」

「えっ？」

　意外な言葉に思わず視線を合わせてしまった。苦笑を浮かべた友則が、言葉を探して唇を軽く噛む。やがて何かを決意したような真剣なまなざしで、口を開いた。

「渡辺さん……二回試験に合格したら、僕と一緒に働かないか？」

　話のつながりが見えなくて、美紀はポカンとした。じっと見つめてくる友則の唇は動かない。

（ええと……これって、桑野弁護士事務所へのスカウトってこと、よね？）

　その前の発言は、自分の言動がスカウトの成功にマイナスになっていないか確認したかったということか。

　緊張気味の友則なんて初めて見た。いつも余裕たっぷりだから、何でもスマートにこなす人だと思っていたが違うらしい。

（もっと、いろんな竜崎さんの姿を見たい）

　そばに居たい。だから申し出はとてもありがたい。けれど、恋心を抑えきれるか自信がなかった。

「ありがとうございます。桑野弁護士事務所の皆さん、とても親切で居心地がよかったです。ですが私は自分で就職活動をして、入る事務所を決めたいんです」

「桑野さんのところじゃない。僕のところだ」

　どういうことかと首をかしげると、友則は軽く目を伏せてこめかみを掻いた。

「これを知っているのは、桑野さんと西川さん。あとは恵だけなんだけど」

　恵の名前が出てきた瞬間、美紀の心臓は鋭い爪で引っかかれたように痛んだ。

（重要な話を打ち明けるほどの仲なんだ）

　顔をゆがめた美紀の心理をどう受け止めたのか、友則はうなだれた。痛みをともなった切ない光が友則の瞳に宿る。

「僕の今までの言動は、不快だったんだね。修習中に告白をするのはよくないと思っていたのに、都合のいい理由ができるたびに触れてしまった」

　深く重たい息を吐いた友則の手が、美紀から離れる。

「まったく男らしくない、情けないことだけど……弁護士らしく、僕の言動を弁護させてもらっていいかな？」

　状況がさっぱり理解できなくて、美紀は無言でうなずいた。

「一生懸命で、頑固そうに見えるけど柔軟に意見を取り入れられる姿勢は、尊敬できると感じたんだ。優秀な修習生が来たなって、張り切って指導した。だけど接しているうちに、触れたくてたまらなくなった。可愛くてしかたがなくなったんだ。だけど、指導担当が好きだなんて告白したら、差しさわりが出るだろう？　だから、ガマンした」

　耳に引っかかった単語に、美紀は呆然とした。

（好き……って、告白って言った？）

　聞き間違いかと目をまたたかせる美紀の瞳に、眉根を寄せてほほえむ友則が映っている。

　苦しそうな顔のまま、口元だけに笑みを浮かべる友則の視線は真摯だった。まっすぐに心に届く言葉はしかし、素直に受け取れる内容ではない。黙ったままの美紀に、友則は続ける。

「はにかむ姿に、脈ありかなって期待した。理想を目指して少しずつ変わっていこうとするけなげさに、もっと支えたいと思った。だからプライベートな番号を渡して、連絡が来るのを待っていた。だけど、くれなかったね」

　さみしさを漂わせる声に、美紀は「だって」と口を開く。

「事務所で質問できるのに、わざわざプライベートの時間を割さいていただくのは申し訳ないじゃないですか」

「そういう謙虚で気遣いのできるところも、好きだよ」

　とろける瞳で告げられた二度目の「好き」に、美紀の心は大きく揺れた。非現実的に感じていた友則からの告白が、夢でも妄想でもないと理解する。

「でも……坂崎先生と恋人じゃないんですか？　重要な相談をするくらいの関係なんですよね？」

「誰がそんなことを言ったの？　僕と恵は、ただの同僚。幼馴染みだから気安い態度を取っているけど、恋人なんかじゃないよ」

「そう……なんですか」

「そう。恵とは、いくら頼まれても恋人にはなりたくないな。向こうだって、そう言うよ。相談をしたのは、彼女が父親の跡を継いで所長になったからだ。来年の春に、僕は独立して事務所を構える。そのために必要なアドバイスと……あとは、渡辺さんのことを相談していたんだよ」

　きまり悪そうに言った友則の目元が、きりりと引き締まる。

「僕の事務所で、一緒に働いてほしい。仕事もプライベートも共に過ごせるパートナーとして。気持ちが先行して、抑えきれなくて、スキンシップ過剰で嫌だと思われたかもしれない。だけど、理由はそういうことだったんだ」

　あまりのことに、美紀はすぐに反応ができなかった。

（え……っと）

　どうすればいいのだろう。これは夢でも妄想でもない現実だ。告白をする前に失恋は確定だと諦めていた恋が、叶おうとしている。

　呆然としている美紀に、友則はさらに驚愕的な言葉を告げた。

「結婚を前提に、僕とお付き合いしてくれませんか？」

　付き合う先のことまで提案されて、あまりの衝撃にめまいを覚える。

「その……本気、ですか？」

　この状況が信じられなくて、間抜けな問いが出てしまった。すかさず友則が強い口調で答える。

「本気だ」

　きっぱりと言い切った友則は、眉を下げて力なくほほえんだ。

「自分のことだと、どうもスムーズにいかないな……しっかりしている渡辺さんが、僕のそばにいてくれると、とてもうれしい。前に、夫婦間の事案について話したことがあったよね？　あの時に、同じ職場なら一緒に子育てができると思いついたんだ。きちんと自分の意志を伝えてくれる渡辺さんとなら、記録にあるようなことにはならないだろうってね。どうだろう？　未来を共に、歩んでくれないかな」

　いつもの柔和な、けれど少し不安を交えた笑顔を見つめて、美紀は胸元で拳を握った。

（夢じゃない……ウソみたい……だけど、どうしよう。どう返事をすればいい？）

　素直に「はい」と言えない自分は、本当に可愛げがないなとあきれてしまった。彼の言葉ひとつひとつに返事をしたい。自分の気持ちの変節を、彼のようにきちんと伝えたい。

　だったら、と美紀は友則の真似をすることにした。

「私も弁護士の卵らしく、私の気持ちを弁護します」

　しっかりとうなずいて聞く姿勢になった友則に、緊張で声を震わせながら伝えた。

「初対面の印象は、あの時の発言の通りです。ですが接しているうちに、考え方に感銘を受けました。憧れの弁護士像とは、この人のことだと思いました。それがいつの間にか……こ、恋心に……なって、いました」

　言っているうちにだんだん恥ずかしくなってきて、最後は声が小さくなってしまった。

（しっかり言わなくちゃ。自分の気持ちを弁護するって言ったんだもの。きっちり伝えるのよ）

　がんばれ私と気合を入れて、しっかりと友則と視線を合わせて結論を伝える。

「ご提案、ありがたく受けさせていただきます」

（言った……っ！）

　やりとげた感動に体が震えた。硬い表情で受け止めた友則が、重々しく首を縦に動かす。そしてふたりは同時にふき出した。

「堅苦しい告白になってしまったね」

「すみません……可愛い返答ができなくて」

「渡辺さんらしくて、いいんじゃないかな。わかりやすくてよかったよ」

　ホッとした友則につられて緊張を解いた美紀の心は、ふわふわとおぼつかなかった。

（これ、本当の本当に……現実、よね？）

　友則の手が美紀の頬に触れる。ぬくもりが、現実なんだと教えてくれた。

「下の名前で、呼んでもいいかな？」

　うなずいた美紀の視界が、友則の顔でいっぱいになる。

「好きだよ、美紀……これからは恋人として、よろしくね」

　甘いささやきが唇をくすぐって、柔らかなものが押し当てられる。胸の奥がポカポカとあたたかくなって、美紀は笑った。

「どうしたの？」

「いえ……これからも指導を、よろしくお願いいたします」

　照れ隠しに言った美紀に、友則は幸せそうに目じりをとろけさせた。

「君専属の担当として、一緒に人生を歩んでいこう」

　二度目のキスは、しっかりと深くて固い、誓いの込められたものだった。
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